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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コーティングされた車両ボディ（１０６）の形状である工作物（１０４）を処理するた
めの処理設備（１００）であって、当該処理設備（１００）が処理室（１１０）と移送装
置（１１４）とを有し、前記移送装置（１１４）によって前記工作物（１０４）が前記処
理室（１１０）へ供給可能であり、前記処理室（１１０）から除去可能であり、及び／又
は、移送方向（１１２）において前記処理室（１１０）を通して移送可能であり、
　当該処理設備が、前記処理室へガスを供給するための複数の入口開口部と、前記処理室
からガスを除去するための複数の出口開口部とを有しており、前記複数の入口開口部と前
記複数の出口開口部とが、対角線平面に関して互いに対向して配置されており、前記対角
線平面が前記移送方向に対して平行かつ前記処理室を実質的に対角線状に通って延びてお
り、
　前記工作物の長手方向が前記移送方向に対して横方向に方向付けされるように、前記工
作物が前記移送装置によって収容可能であり、少なくとも部分的に前記処理室を通して移
送可能である処理設備。
【請求項２】
　前記工作物（１０４）の長手方向（１４０）が少なくとも近似的に水平に方向付けされ
、及び／又は、前記移送方向（１１２）と少なくとも近似的に９０°の角度を形成するよ
うに、前記工作物（１０４）が前記移送装置（１１４）によって収容可能であり、少なく
とも部分的に前記処理室（１１０）を通して移送可能であることを特徴とする請求項１に
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記載の処理設備。
【請求項３】
　前記複数の入口開口部（１２６）と前記複数の出口開口部（１３２）とが、間隔をもっ
て互いに離隔して配置されており、前記間隔が、工作物長手方向（１４０）に沿って見た
前記工作物（１０４）の全体長さの少なくとも約６０％であることを特徴とする請求項１
又は２に記載の処理設備。
【請求項４】
　前記複数の入口開口部（１２６）と前記複数の出口開口部（１３２）とが、前記移送方
向（１１２）に関してオフセットして配置されていることを特徴とする請求項１乃至３の
いずれか一項に記載の処理設備。
【請求項５】
　前記複数の入口開口部（１２６）が、鉛直、水平またはそれに対して斜めに延びる長手
中心面（１３６）によって分割される、前記処理室（１１０）の２つの半分室（１４２）
のうちの１つの中に配置されており、及び／又は、前記複数の出口開口部（１３２）が、
鉛直、水平又はそれに対して斜めに延びる長手中心面（１３６）によって分割される、前
記処理室（１１０）の２つ半分室（１４２）のうちの１つの中に配置されていることを特
徴とする請求項１乃至４のいずれか一項に記載の処理設備。
【請求項６】
　前記複数の入口開口部（１２６）と前記複数の出口開口部（１３２）とは、ガスが前記
移送方向（１１２）に対して横方向に及び／又は少なくとも近似的に対角線状に前記処理
室（１１０）を通って貫流可能となるように配置されていることを特徴とする請求項１乃
至５のいずれか一項に記載の処理設備。
【請求項７】
　当該処理設備（１００）が少なくとも１つの循環空気モジュール（１９６）を有し、各
循環空気モジュール（１９６）が、
　－前記処理室（１１０）へガスを供給するためのガス供給器（１２４）、及び／又は、
　－前記処理室（１１０）からガスを除去するためのガス除去器（１３０）、及び／又は
、
　－循環空気ガス流を駆動するための送風装置（１７６）、及び／又は、
　－前記循環空気ガス流から不純物を分離するための分離装置（１８０）、及び／又は、
　－前記処理室（１１０）へ供給すべき前記循環空気ガス流を前記ガス供給器（１２４）
の前記複数の入口開口部（１２６）へ分配するための分配装置（１４８）、及び／又は、
　－収集装置（１９０）であって、該収集装置によって前記ガス除去器（１３０）の前記
複数の出口開口部（１３２）を通して前記処理室（１１０）から除去された前記循環空気
ガス流をまとめることができる収集装置（１９０）を有することを特徴とする請求項１乃
至６のいずれか一項に記載の処理設備。
【請求項８】
　当該処理設備（１００）が１つ又は複数の還流通路を有しており、前記１つ又は複数の
還流通路の各々が、ガス流がそれを通して前記処理室（１１０）から除去可能な前記複数
の出口開口部（１３２）を、前記処理室（１１０）へ前記循環空気ガス流及び／又はフラ
ッシュガス流を供給するために前記複数の入口開口部（１２６）の対応する１つと接続し
、前記１つ又は複数の還流通路が、前記移送方向（１１２）に対して垂直に方向付けされ
た平面に少なくとも近似的に沿って広がり、あるいは前記移送方向（１１２）に対して垂
直に方向付けされた平面に少なくとも近似的に沿って延びていることを特徴とする請求項
１乃至７のいずれか一項に記載の処理設備。
【請求項９】
　１つ又は複数の前記還流通路、及び、対応する前記還流通路によって互いに接続されて
いる前記複数の出口開口部（１３２）及び前記複数の入口開口部（１２６）によって、循
環空気モジュール（１９６）の内部に環状ガス流を発生させることができ、前記環状ガス
流が少なくとも近似的に前記移送方向（１１２）に対して垂直に方向付けされた平面内に
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延びていることを特徴とする請求項８に記載の処理設備。
【請求項１０】
　当該処理設備（１００）が加熱設備を有し、前記加熱設備が閉成された加熱ガスガイド
を有し、前記処理室を通って案内されるガス流を加熱するために、複数の循環空気モジュ
ール（１９６）が前記加熱ガスガイドと結合されていることを特徴とする請求項１乃至９
のいずれか一項に記載の処理設備。
【請求項１１】
　当該処理設備（１００）が少なくとも１つのフラッシュモジュール（１９８）を有し、
前記フラッシュモジュール（１９８）の各々が、
　－前記処理室（１１０）へガスを供給するためのガス供給器（１２４）、及び／又は、
　－前記処理室（１１０）からガスを除去するためのガス除去器（１３０）、及び／又は
、
　－フラッシュガス流を駆動するための送風装置（１７６）、及び／又は、
　－前記フラッシュガス流から不純物を分離するための分離装置（１８０）、及び／又は
、
　－前記処理室（１１０）へ供給すべき前記フラッシュガス流をガス供給器（１２４）の
前記複数の入口開口部（１２６）へ分配するための分配装置（１４８）、及び／又は、
　－収集装置（１９０）であって、該収集装置によって前記ガス除去器（１３０）の前記
複数の出口開口部（１３２）を通して前記処理室（１１０）から除去された前記フラッシ
ュガス流をまとめることができる収集装置（１９０）を有することを特徴とする請求項１
乃至１０のいずれか一項に記載の処理設備。
【請求項１２】
　前記分配装置（１４８）が分離壁（１２８）によって前記処理室（１１０）から分離さ
れており、前記複数の入口開口部（１２６）の少なくとも１つが、前記分離壁（１２８）
内に形成されていることを特徴とする請求項７乃至１１のいずれか一項に記載の処理設備
。
【請求項１３】
　前記分離壁（１２８）が、少なくとも部分的に工作物長手輪郭に従って形成されている
ことを特徴とする請求項１２に記載の処理設備。
【請求項１４】
　前記分離壁（１２８）が、前記車両ボディ（１０６）の車両前部（１５２）又は車両後
部（１６２）に対して少なくとも近似的に平行に延びる、実質的に鉛直の部分（１５０）
、前記車両ボディ（１０６）のフロントボンネット（１５６）又はリアボンネット（１６
４）に対して少なくとも近似的に平行に延びる、実質的に水平の部分（１５４）、及び／
又は、前記車両ボディ（１０６）のＡピラー（１６０）又はＣピラー（１６６）に対して
少なくとも実質的に平行に延びる斜めの部分（１５８）を有していることを特徴とする請
求項１２又は１３に記載の処理設備。
【請求項１５】
　前記分離壁（１２８）が、車両ボディ（１０６）の車両前部（１５２）又は車両後部（
１６２）に対して少なくとも近似的に平行に延びる、前記実質的に鉛直の部分（１５０）
内に前記複数の入口開口部（１２６）を有し、及び／又は、前記車両ボディ（１０６）の
Ａピラー（１６０）又はＣピラー（１６６）に対して少なくとも近似的に平行に延びる斜
めの部分（１５８）内に前記複数の入口開口部（１２６）を有していることを特徴とする
請求項１４に記載の処理設備。
【請求項１６】
　当該処理設備（１００）が複数のフラッシュモジュール（１９８）及び／又は複数の循
環空気モジュール（１９６）を有し、循環空気モジュール（１９６）が前記処理室（１１
０）の加熱ゾーン（２００）又は維持ゾーン（２０２）を形成していることを特徴とする
請求項７乃至１５のいずれか一項に記載の処理設備。
【請求項１７】
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　当該処理設備（１００）が１つ又は複数のフラッシュモジュール（１９８）及び／又は
１つ又は複数の循環空気モジュール（１９６）を有し、それらが対応する移送ユニットに
よって形成されており、移送ユニットが移送可能なユニットであって、前記ユニットが全
体として及び／又は前記移送ユニットの構成要素にそれ以上分割することなく、あるいは
分解することなしに、１つの場所から他の場所へ移送可能であることを特徴とする請求項
７乃至１６のいずれか一項に記載の処理設備。
【請求項１８】
　当該処理設備（１００）が複数の移送ユニットを有し、前記移送ユニットの各々が移送
可能なユニットを形成し、前記ユニットが全体として及び／又は前記移送ユニットの構成
要素にそれ以上分割することなく、あるいはそれ以上分解することなしに、１つの場所か
ら他の場所へ移送可能であり、
　前記移送ユニットに、工作物（１０４）を加工するために、それぞれ正確に１つの加工
サイクル及び／又はそれぞれ正確に１つの加工位置又は保持位置が対応づけられているこ
とを特徴とする請求項７乃至１７のいずれか一項に記載の処理設備。
【請求項１９】
　前記収集装置（１９０）が、好ましくは前記処理室（１１０）の外部に配置された収集
通路（１９２）を有しており、前記収集通路内へ前記複数の出口開口部（１３２）が連通
し、及び／又は、
　前記収集装置（１９０）が還流通路（１９５）を有し、前記還流通路によって、前記複
数の出口開口部（１３２）を通して前記処理室（１１０）から除去された循環空気ガス流
又はフラッシュガス流が、送風装置（１７６）へ、分離装置（１８０）へ、及び／又は分
配装置（１４８）へ案内可能であることを特徴とする請求項７乃至１８のいずれか一項に
記載の処理設備。
【請求項２０】
　前記処理室（１１０）の貫流が、前記複数の入口開口部（１２６）を通って流入するガ
スの少なくとも７０％が、前記複数の出口開口部（１３２）を通って前記処理室（１１０
）から除去可能となるように設けられていることを特徴とする請求項１乃至１９のいずれ
か一項に記載の処理設備。
【請求項２１】
　前記複数の出口開口部が、前記処理室（１１０）を画成する底壁（１２０）又は側壁（
１１６）内に配置されていることを特徴とする請求項１乃至２０のいずれか一項に記載の
処理設備。
【請求項２２】
　前記移送装置（１１４）が回転装置（２２６）を有し、前記回転装置によって鉛直の回
転軸線（２２８）を中心とする前記工作物（１０４）の回転方位が変化可能であることを
特徴とする請求項１乃至２１のいずれか一項に記載の処理設備。
【請求項２３】
　前記移送装置（１１４）がリフト装置（２３０）を有し、前記リフト装置によって前記
工作物（１０４）が第１の高さから第２の高さへ持ち上げ可能及び／又は前記第２の高さ
から前記第１の高さへ下降可能であることを特徴とする請求項１乃至２２のいずれか一項
に記載の処理設備。
【請求項２４】
　前記移送装置（１１４）が置き換え装置（２２２）を有しており、前記置き換え装置に
よって前記工作物（１０４）が１つの部分移送区間（２２４）から他の部分移送区間（２
２４）へ引き渡し可能であり、２つの前記部分移送区間（２２４）内の前記移送方向（１
１２）が互いに異なっており、２つの部分移送区間（２２４）内で当該処理設備（１００
）に対する前記工作物（１０４）の全体的な回転方位が同一であることを特徴とする請求
項１乃至２３のいずれか一項に記載の処理設備。
【請求項２５】
　前記移送装置（１１４）が回転装置（２２６）とリフト装置（２３０）とを有し、前記
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回転装置によって鉛直の回転軸線（２２８）を中心とする前記工作物（１０４）の回転方
位が変化可能であり、前記リフト装置によって前記工作物（１０４）が第１の高さから第
２の高さへ持ち上げ可能及び／又は前記第２の高さから前記第１の高さへ下降可能であり
、前記回転装置（２２６）と前記リフト装置（２３０）とが、２つの部分移送区間（２２
４）の間で前記工作物（１０４）を操作するための統合された操作装置（２３６）として
形成されていることを特徴とする請求項１乃至２４のいずれか一項に記載の処理設備。
【請求項２６】
　工作物（１０４）を処理するため、例えばコーティングされた車両ボディ（１０６）を
乾燥させるための方法であって、当該方法が、
　－工作物（１０４）を処理設備（１００）の処理室（１１０）へ供給すること、及び／
又は、
　－工作物（１０４）を、前記処理室（１１０）を通して案内すること、及び／又は、
　－工作物（１０４）を前記処理室（１１０）から除去することを含み、
　当該処理設備が、前記処理室へガスを供給するための複数の入口開口部と、前記処理室
からガスを除去するための複数の出口開口部とを有しており、前記入口開口部と前記出口
開口部とが、対角線平面に関して互いに対向して配置されており、前記対角線平面が前記
移送方向に対して平行かつ前記処理室を実質的に対角線状に通って延びており、
　前記工作物の長手方向が前記移送方向に対して横方向に方向付けされるように、前記工
作物が前記移送装置によって収容可能であり、少なくとも部分的に前記処理室を通して移
送可能である方法。
【請求項２７】
　前記工作物（１０４）が非連続的に及び／又はクロック駆動で前記処理室（１１０）を
通して移送され、前記工作物（１０４）が１つ又は複数の保持位置に停止されて、ガス流
によって貫流されることを特徴とする請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記処理室（１１０）へのガス供給及び／又は前記処理室（１１０）からのガス除去が
非連続的に及び／又はクロック駆動で行われ、１つ又は複数の工作物（１０４）が移動さ
れ、及び／又は中間位置に配置されている場合に、前記処理室（１１０）を通して案内さ
れるガス流の体積流が減少され及び／又は中断されることを特徴とする請求項２６又は２
７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記工作物（１０４）が、少なくともセクション的に、あるいは少なくとも部分的に、
工作物長手方向（１４０）におけるガス流によって貫流されることを特徴とする請求項２
６乃至２８のいずれか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、工作物を処理する処理設備及び方法に関する。特に処理設備は、コーティン
グされた車両ボディを乾燥させるために用いられる。したがって、工作物を処理する方法
は、特にコーティングされた車両ボディを乾燥させる方法である。
【背景技術】
【０００２】
　処理設備と処理方法は、特に、特許文献１、特許文献２、特許文献３及び特許文献４か
ら知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】欧州特許第１９９８１２９号明細書
【特許文献２】米国特許出願公開第２００６／００６８０９４号明細書
【特許文献３】欧州特許出願公開第１３０２７３７号明細書
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【特許文献４】国際公開第０２／０７３１０９号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の課題は、構造が簡単であって、最適化された工作物処理を可能にする処理設備
を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この課題は、本発明によれば、工作物を処理するため、特にコーティングされた車両ボ
ディを乾燥させるための、処理設備によって解決され、その場合に処理設備が処理室と移
送装置を有し、その移送装置によって工作物が処理室へ供給可能であり、処理室から除去
可能及び／又は移送方向に処理室を通して移送可能である。
【０００６】
　本発明の形態において、工作物は移送装置によって、工作物の長手方向が移送方向に対
して、少なくとも近似的に水平及び／又は横方向（横断方向）、特に実質的に垂直に方向
付けされるように、収容可能、かつ少なくとも部分的に処理室を通して移送可能である。
工作物ができあがった状態において少なくとも近似的に鉛直に方向付けされる、工作物の
直立軸線は、工作物が処理室を通して移送される間、好ましくは少なくとも近似的に鉛直
又は少なくとも近似的に水平に方向付けされている。
【０００７】
　特に、工作物は移送装置によって、工作物の長手方向が少なくとも近似的に水平に方向
付けされ、及び／又は移送方向と少なくとも近似的に９０°の角度を形成するように、収
容可能かつ少なくとも部分的に処理室を通して移送可能である。
【０００８】
　例えば、工作物はそれを移送するために、少なくとも近似的に水平の平面内で少なくと
も近似的に鉛直軸線を中心に、移送方向に対して少なくとも近似的に９０°回動して配置
されている。
【０００９】
　「少なくとも近似的に」と「約」という表現は、この明細書及び特許請求の範囲におい
て、好ましくは記載の値の最大で±２０％、例えば最大で±１０％、特に最大で±５％の
偏差を意味する。
【００１０】
　処理設備が、処理室へガスを供給するための少なくとも１つの入口開口部と処理室から
ガスを除去するための少なくとも１つの出口開口部を有しており、それらが好ましくは工
作物の互いに対向する側に配置されていると、効果的であり得る。
【００１１】
　少なくとも１つの入口開口部及び／又は少なくとも１つの出口開口部は、例えば、処理
室を画成する壁内に配置し、及び／又は形成することができる。
【００１２】
　その代わりに、あるいはそれに加えて、少なくとも１つの入口開口部及び／又は少なく
とも１つの出口開口部は、処理室内へ連通する流れガイドの終端領域によって形成するこ
とができる。この種の流れガイドは、例えば、１つ又は複数の流れ案内部材又は流れガイ
ド部材及び／又はガイド通路を有することができる。その場合に決定的なことは、好まし
くは、特にガス流が処理室へ供給する前及び／又は処理室から除去した後に、さらに部分
的に、処理室を包囲するハウジングの内側輪郭の内部及び／又は処理室の内部で案内され
ているか否かに関係なく、少なくとも１つの入口開口部及び／又は少なくとも１つの出口
開口部を形成する、流れガイドの領域が、処理室内へ供給されたガス流の少なくとも大部
分の放出に、及び／又は処理室から導出すべきガス流の少なくとも大部分の導出に用いら
れることである。
【００１３】
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　好ましくは少なくとも１つの入口開口部と少なくとも１つの出口開口部は、鉛直の工作
物横断中心面の互いに異なる側に配置されている。
【００１４】
　鉛直の工作物横断中心面は、特に、工作物長手方向に対して垂直に方向付けされており
、かつ工作物長手方向に関して中央の、工作物の中心点及び／又は重心を通って延びる、
平面である。
【００１５】
　すべての入口開口部とすべての出口開口部が、鉛直の工作物横断中心面の互いに異なる
側に配置されていると、効果的であり得る。本発明の形態において、少なくとも１つの入
口開口部と少なくとも１つの出口開口部は、互いに対して間隔をもって離隔して配置する
ことができ、その間隔は、工作物長手方向に沿って見て、工作物の全長の少なくとも約６
０％、特に少なくとも約８０％、例えば少なくとも約１００％である。
【００１６】
　少なくとも１つの入口開口部と少なくとも１つの出口開口部が、移送方向に関してオフ
セットして配置されていると、効果的であり得る。
【００１７】
　少なくとも１つの入口開口部と少なくとも１つの出口開口部は、好ましくは、工作物が
少なくとも時々滞留する、工作物の保持位置に対応づけられている。少なくとも１つの入
口開口部と少なくとも１つの出口開口部が移送方向に関してオフセットしていることによ
って、好ましくは、移送方向に沿ったベクトル成分を有するガス流を得ることができる。
特に、工作物は保持位置において移送方向に沿ってガス流によって貫流することができる
。
【００１８】
　処理設備は、処理室へガスを供給するための少なくとも１つの入口開口部と、処理室か
らガスを除去するための少なくとも１つの出口開口部を有することができ、その場合に少
なくとも１つの入口開口部と少なくとも１つの出口開口部は、処理室の鉛直の長手中心面
に関して処理室の異なる側に配置されている。
【００１９】
　鉛直の長手中心面は、好ましくは、処理室の最大の、あるいは平均的な水平の横方向の
延びに関して中央に配置されている平面である。
【００２０】
　鉛直の長手中心面は、特に、移送方向に対して平行に延びている。
【００２１】
　横方向の延びは、特に、移送方向に対して垂直に延びる方向における延びである。
【００２２】
　処理設備が、処理室へガスを供給するための１つ又は複数の入口開口部及び／又は処理
室からガスを除去するための１つ又は複数の出口開口部を有していると、効果的であり得
る。
【００２３】
　好ましくは１つ又は複数の、特にすべての入口開口部が、鉛直、水平又はそれに対して
斜めに延びる長手中心面によって分割された、処理室の２つの半分室の一方に配置されて
いる。
【００２４】
　その代わりに、あるいはそれを補って、１つ又は複数の、特にすべての出口開口部は、
鉛直、水平又はそれに対して斜めに延びる長手中心面によって分割された、処理室の２つ
の半分室の一方に配置することができる。
【００２５】
　特に１つ又は複数の、特にすべての入口開口部を、２つの半分室の第１の半分室内に、
そして１つ又は複数の、特にすべての出口開口部を、他の、特に第２の半分室内に配置す
ることができる。
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【００２６】
　入口開口部及び／又は出口開口部が好ましくはそれぞれ、処理室の２つの半分室の一方
のみに配置されることによって、特に片側のガスの供給及び／又は片側のガスの除去を実
現することができる。
【００２７】
　処理設備は、好ましくは、処理室へガスを供給するための複数の入口開口部と処理室か
らガスを除去するための複数の出口開口部を有しており、その場合に入口開口部と出口開
口部は、対角線平面に関して少なくとも近似的に互いに対向して配置されており、その場
合に対角線平面は、移送方向に対して平行かつ実質的に対角線状に処理室を通って延びて
いる。
【００２８】
　好ましくは、対角線平面は重力方向と少なくとも約４０°、例えば約４５°、及び／又
は最大で約５０°の角度を形成する。
【００２９】
　本発明の形態において、処理設備は、処理室へガスを供給するための複数の入口開口部
と処理室からガスを除去するための複数の出口開口部を有することができ、その場合に入
口開口部と出口開口部は、処理室が移送方向に対して横方向、特に実質的に垂直、及び／
又は少なくとも近似的に対角線状にガス流によって貫流可能であるように、配置されてい
る。
【００３０】
　処理設備は、好ましくは少なくとも１つの循環空気モジュールを有している。
【００３１】
　特に処理設備の複数の循環空気モジュールを設けることができる。
　１つの循環空気モジュール、特に各循環空気モジュールは、好ましくは、
　処理室へガスを供給するためのガス供給器、及び／又は、
　処理室からガスを除去するためのガス除去器、及び／又は、
　循環空気ガス流を駆動するための送風装置、及び／又は、
　循環空気ガス流から不純物を分離するための分離装置、及び／又は、
　処理室へ供給すべき循環空気ガス流をガス供給器の複数の入口開口部へ分配するための
分配装置、及び／又は、
　収集装置であって、収集装置によって、ガス除去器の複数の出口開口部を通して処理室
から除去される循環空気ガス流をまとめることができる収集装置、を有している。
【００３２】
　好ましくは、処理設備は、移送方向に沿って互いに連続する複数の循環空気モジュール
を有している。
【００３３】
　各循環空気モジュールは、好ましくは、処理設備の１つの、特に完全な、部分を形成す
る。
【００３４】
　特に循環空気モジュールは、循環空気アグリゲートを有し、それが、処理室を包囲する
ハウジングに連結可能である。
【００３５】
　循環空気モジュールは、特に、処理室を包囲するハウジングの部分と循環空気アグリゲ
ートとを有している。
【００３６】
　この明細書及び特許請求の範囲において、「循環空気」という概念は、必ずしも「空気
」という気体に定められてはいない。むしろ、「循環空気」という概念は、好ましくは循
環して案内されるガスを表し、そのガスは、特に何回も処理され、及び／又は再使用され
る。
【００３７】
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　好ましくは、循環空気アグリゲートと処理室を包囲するハウジングとの間に接続通路は
設けられていない。むしろ、循環空気アグリゲートと、処理室を包囲するハウジングは、
好ましくは共通の壁を有している。
【００３８】
　ガス流は、好ましくは共通の壁の開口部又は切り欠きを通して循環空気アグリゲートか
ら処理室内へ案内することができる。
【００３９】
　ガス供給器又はガス除去器は、循環空気アグリゲートの、又は処理室を包囲するハウジ
ングの構成要素とすることができる。したがって、共通の壁の開口部は、ガス供給器へガ
スを供給するのに、あるいはまた処理室へガスを供給するのに適している。
【００４０】
　処理設備は、好ましくは少なくとも１つのフラッシュモジュールを有している。
【００４１】
　特に、処理設備の複数のフラッシュモジュールを設けることができる。
　１つのフラッシュ、特に各フラッシュモジュールが、好ましくは、
　処理室へガスを供給するためのガス供給器、及び／又は、
　処理室からガスを除去するためのガス除去器、及び／又は、
　フラッシュガス流を駆動するための送風装置、及び／又は、
　フラッシュガス流から不純物を分離するための分離装置、及び／又は、
　処理室へ供給すべきフラッシュガス流をガス供給器の複数の入口開口部へ分配するため
の分配装置、及び／又は、
　収集装置であって、収集装置によってガス除去器の複数の出口開口部を通して処理室か
ら除去されるフラッシュガス流をまとめることができる収集装置、を有している。
【００４２】
　好ましくは、処理設備は、移送方向に沿って互いに連続する複数のフラッシュモジュー
ルを有している。
【００４３】
　各フラッシュモジュールは、好ましくは処理設備の１つの、特に完全な、部分を形成す
る。
【００４４】
　特にフラッシュモジュールは、フラッシュガスアグリゲートを有しており、それが、処
理室を包囲するハウジングに連結可能である。
【００４５】
　フラッシュモジュールは、特に、処理室を包囲するハウジングの１部分とフラッシュガ
スアグリゲートとを有している。
【００４６】
　好ましくは、フラッシュガスアグリゲートと、処理室を包囲するハウジングとの間に接
続通路は設けられていない。むしろ、フラッシュガスアグリゲートと、処理室を包囲する
ハウジングは、好ましくは共通の壁を有している。
【００４７】
　ガス流は、好ましくは、共通の壁の開口部又は切り欠きを通してフラッシュガスアグリ
ゲートから処理室内へ案内可能である。
【００４８】
　ガス供給器又はガス除去器は、フラッシュガスアグリゲートの、あるいは処理室を包囲
するハウジングの、構成要素とすることができる。したがって、共通の壁の開口部は、ガ
ス供給器へガスを供給するのに、あるいはまた処理室へガスを供給するのに適している。
【００４９】
　処理設備の１つ又は複数の循環空気モジュールあるいはすべての循環空気モジュール及
び／又は処理設備の１つ又は複数のフラッシュモジュールまたはすべてのフラッシュモジ
ュールは、モジュールに関連して一般的に記述された特徴及び／又は利点の１つ、あるい



(10) JP 6889148 B2 2021.6.18

10

20

30

40

50

は複数あるいはすべてを有することができる。
【００５０】
　処理設備の１つ又は複数のモジュール又はすべてのモジュールは、好ましくはそれぞれ
１つ又は複数の移送ユニットを有し、あるいは１つ又は複数の移送ユニットから形成され
ている。
【００５１】
　移送ユニットは、特に移送可能なユニットであって、そのユニットは全体として、及び
／又は移送ユニットの構成要素にそれ以上分割することなく、あるいはそれ以上分解する
ことなしに、１つの場所から他の場所へ移送することができる。例えば全体としての移送
ユニットは、標準コンテナ、ＩＳＯコンテナ又は船舶貨物コンテナを収容するための貨物
自動車によって移送可能である。
【００５２】
　例えば、１つ又は複数のモジュール又はすべてのモジュールは、それぞれ複数の移送ユ
ニット、例えば３つの移送ユニットを有することができ、それらが一緒になってモジュー
ルの処理室部分を形成し、あるいは包囲する。付加的に、好ましくは各モジュールに、あ
るいはこれらの移送ユニットの各々に、アグリゲート、特に循環空気アグリゲート及び／
又はフラッシュガスアグリゲートが対応づけられている。
【００５３】
　モジュールの１つの移送ユニットのみに、アグリゲート、特に循環空気アグリゲート及
び／又はフラッシュガスアグリゲートを対応づけることができる。
【００５４】
　特に、一緒になってモジュールの処理室部分を形成し、あるいは包囲する、モジュール
の３つの移送ユニットのうちの１つの移送ユニットのみに、例えば中央に配置されている
移送ユニットのみに、アグリゲート、特に循環空気アグリゲート及び／又はフラッシュガ
スアグリゲートを対応づけることができる。この場合において、例えばこの移送ユニット
内でのみ、１つ又は複数の環状ガス流が発生可能である。
【００５５】
　アグリゲート、特に循環空気アグリゲート及び／又はフラッシュガスアグリゲートは、
好ましくはモジュールの他の移送ユニットを形成する。
【００５６】
　アグリゲートの、特に循環空気アグリゲート及び／又はフラッシュガスアグリゲートの
、移送方向に沿った長手方向の延びが、少なくとも近似的に移送方向に沿った移送ユニッ
トの長手方向の延びに相当すると、効果的であり得る。
【００５７】
　モジュールの処理室部分を形成し、あるいは包囲する、１つ又は複数の移送ユニット又
はすべての移送ユニット内で、それぞれ正確に１つの環状ガス流あるは複数の環状ガス流
が発生可能であり、あるいは発生されると、効果的であり得る。
【００５８】
　１つ又は複数の、特にすべての移送ユニットに、工作物を加工するためのそれぞれ正確
に１つの加工サイクル及び／又はそれぞれ正確に１つの加工位置（工作物プレース）が対
応づけられていると、効果的であり得る。その場合にこの１つの、あるいはこれら複数の
、特にすべての移送ユニットの内部に、好ましくはそれぞれ、処理プロセスを実施するた
めに、工作物が次々と停止される、唯一の保持位置のみが存在する。
【００５９】
　しかしまた、１つ又は複数の、特にすべての移送ユニットに、工作物を加工するために
それぞれ複数の加工サイクル及び／又はそれぞれ複数の加工位置（工作物プレース）を対
応づけることもできる。その場合には、この１つの、あるいはこれら複数の、特にすべて
の移送ユニットの内部に、１つ又は複数の処理プロセスを実施するために、工作物が次々
と停止される、それぞれ複数の保持位置が存在する。
【００６０】
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　分配装置は、好ましくは分離壁によって処理室から分離されている。
【００６１】
　好ましくは、分配装置は、処理室の完全に一方の側に配置され、及び／又は形成されて
いる。
【００６２】
　分離壁は、処理室の側壁又は処理室の側壁の一部を形成し、あるいは特にそのものであ
る。
【００６３】
　１つ又は複数の入口開口部、選択的にすべての入口開口部が、好ましくは分離壁内に形
成されている。
【００６４】
　分離壁は、好ましくは、処理室を包囲するハウジングの内部に配置されている。その場
合に分配装置は、好ましくは、処理室を包囲するハウジングの構成要素である。
【００６５】
　しかしまた、分離壁が特に、循環空気アグリゲート又はフラッシュガスアグリゲートと
、処理室を包囲するハウジングとの間の共通の壁であってもよい。
【００６６】
　分離壁内に配置されている少なくとも１つの入口開口部の代わりに、あるいはそれに加
えて、少なくとも１つの入口開口部は、処理室を包囲するハウジングの底壁内に、及び／
又は処理室を包囲するハウジングの天井壁内に、配置することができる。
【００６７】
　特に、上述した入口開口部の複数を設けることができる。
【００６８】
　分離壁が少なくとも部分的に工作物輪郭に従って、例えば工作物長手輪郭に従って形成
されていると、効果的であり得る。
【００６９】
　処理設備が、車両ボディを処理する処理設備であり、かつ分離壁が車両ボディの車両前
部又は車両後部に対して少なくとも近似的に平行に延びる、実質的に鉛直の部分、車両ボ
ディの車輌フロント又は車輌後部に対して少なくとも近似的に平行に延びる、実質的に水
平の部分及び／又は車輌ボディのＡピラー又はＣピラーに対して少なくとも近似的に平行
に延びる斜めの部分を有していると、効果的であり得る。
【００７０】
　分離壁が、車輌ボディの車輌フロント又は車輌後部に対して少なくとも近似的に平行に
延びる実質的に鉛直の部分内に複数の入口開口部を有し、及び／又は車輌ボディのＡピラ
ー又はＣピラーに対して少なくとも近似的に平行に延びる斜めの部分内に複数の入口開口
部を有していると、効果的であり得る。
【００７１】
　処理設備、特に処理室は、好ましくは工作物の鉛直の縦断面の外側形状に適合されて、
特に工作物の鉛直の縦断面の外側形状に少なくとも近似的に相補的に形成されている。
【００７２】
　例えば、処理室の１つ又は両方の側壁、例えば処理室の分離壁及び／又は分離壁に対向
する側壁、及び／又は天井壁及び／又は底壁が、工作物の鉛直の縦断面の外側形状に適合
されて、特に工作物の鉛直の縦断面の外側形状に対して少なくとも近似的に相補的に形成
されている。
【００７３】
　鉛直の縦断面の外側形状は、特に、工作物が鉛直の長手中心面に沿って切断される場合
に、工作物の最大の外側輪郭である。
【００７４】
　処理設備が複数のフラッシュモジュール及び／又は複数の循環空気モジュールを有し、
その場合に各循環空気モジュールが好ましくは処理室の加熱ゾーン及び／又は維持ゾーン
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及び／又は冷却ゾーンを形成すると、効果的であり得る。
【００７５】
　好ましくは、処理設備は、移送方向に互いに連続する複数のモジュール、特に循環空気
モジュール及び／又はフラッシュモジュールを有している。
【００７６】
　収集装置が、好ましくは処理室の外部に配置された収集通路を有し、その中へ複数の出
口開口部が連通していると、果的であり得る。
【００７７】
　その代わりに、あるいはそれを補って、収集装置が還流通路を有することができ、その
還流通路によって、複数の出口開口部を通して処理室から除去された循環空気流又はフラ
ッシュガス流が送風装置へ、分離装置へ、及び／又は分配装置へ案内可能である。
【００７８】
　好ましくは処理設備、特に処理設備の１つ又は複数の循環空気モジュール、あるいは各
循環空気モジュールが、１つ又は複数の還流通路を有しており、その還流通路が、ガス流
、特に循環空気ガス流及び／又はフラッシュガス流がそれを通って処理室から除去可能な
、それぞれ１つ又は複数の出口開口部を、循環空気ガス流及び／又はフラッシュガス流を
処理室へ供給するためのそれぞれ１つ又は複数の入口開口部と接続する。
【００７９】
　還流通路は、好ましくは互いに独立した還流通路である。例えば１つ又は複数の循環空
気モジュール又はすべての循環空気モジュールが、それぞれ互いに独立した複数の還流通
路を有している。
【００８０】
　還流通路は、移送方向に対して垂直に方向付けされた平面に少なくとも近似的に沿って
広がり、あるいは延びている。
【００８１】
　各還流通路及びそれぞれの還流通路によって互いに接続された少なくとも１つの入口開
口部と少なくとも１つの出口開口部によって、好ましくは循環空気モジュールの内部に環
状ガス流が発生され、その環状ガス流は好ましくは少なくとも近似的に移送方向に対して
垂直に方向付けされた平面内に延びている。
【００８２】
　好ましくは、１つ又は複数の循環空気モジュール内、あるいはすべての循環空気モジュ
ール内に、それぞれ複数の、互いに対して実質的に独立した、及び／又は互いに対して並
列に延びる環状ガス流が形成されている。
【００８３】
　処理室を通して案内されるガス流の実効的なメイン流れ方向は、移送方向と好ましくは
少なくとも約７０°、例えば少なくとも約８０°、特に少なくとも約８５°の角度を形成
する。それによって移送方向に沿ったガス流の望ましくない長手方向の流れは、好ましく
は最小限に抑えることができる。
【００８４】
　送風装置が複数の還流通路及び／又は環状ガス流に対応づけられていると、効果的であ
り得る。
【００８５】
　例えば、処理設備の１つ又は複数の循環空気モジュール又は各循環空気モジュールは、
それぞれ送風装置と、この送風装置に対応づけられた複数の還流通路及び／又は環状ガス
流を有している。
【００８６】
　さらに、処理設備の１つ又は複数の循環空気モジュール又は各循環空気モジュールは、
複数の送風装置と、複数の還流通路及び／又は環状ガス流を有することができ、その場合
に各還流通路及び／又は各環状ガス流に、別体の送風装置が対応づけられている。
【００８７】
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　１つ又は複数の送風装置は、好ましくはそれぞれ回転する羽根車を有しており、その羽
根車は特に、空気羽根を有するベンチレータ部材である。
【００８８】
　羽根車の回転軸線は、好ましくは移送方向に対して少なくとも近似的に平行又は少なく
とも近似的に垂直に方向付けされている。
【００８９】
　その代わりに、あるいはそれを補って、羽根車の回転軸線は、少なくとも近似的に水平
又は少なくとも近似的に鉛直に方向付けすることができる。
【００９０】
　１つ又は複数の送風装置は、特にラジアルベンチレータ又はアキシャルベンチレータと
して形成されている。
【００９１】
　１つ又は複数の還流通路内のガス流の、特に環状ガス流の、メイン流れ方向は、好まし
くは移送方向に対して少なくとも近似的に垂直及び／又は少なくとも近似的に水平に方向
付けされている。
【００９２】
　本発明の形態において、処理設備の１つ又は複数の循環空気モジュール又は各循環空気
モジュールは、それぞれ１つ又は複数の入口開口部、１つ又は複数の出口開口部、及び／
又は１つ又は複数の還流通路を有することができ、その場合に１つ又は複数の入口開口部
、１つ又は複数の出口開口部及び／又は１つ又は複数の還流通路は共通に、処理室及び／
又は処理設備を対角線状に分割する対角線平面の一方の側に配置されている。
【００９３】
　特に、１つ又は複数の入口開口部、１つ又は複数の出口開口部及び／又は１つ又は複数
の還流通路は共通に、処理室及び／又は処理設備を対角線状に分割する対角線平面の下方
又は上方に配置することができる。
【００９４】
　対角線平面は、特に移送方向に沿って、及び／又は処理室の第１の側壁と処理室の天井
壁との間の切断ライン又は境界ラインに沿って、及び／又は処理室の側壁と処理室の底壁
との間の切断ライン又は境界ラインに沿って延びており、その場合にそれらの側壁は、好
ましくは処理室の鉛直の長手中心面に関して互いに対向して配置されている。
【００９５】
　処理室の２つの側壁の１つは、好ましくは分離壁によって形成されており、その分離壁
が分配装置を処理室から分離する。
【００９６】
　処理室の第１の側壁と処理室の天井壁との間の切断ライン又は境界ラインと、処理室の
第２の側壁と処理室の底壁との間の切断ライン又は境界ラインは、水平方向に互いに間隔
を有しており、その間隔は、移送方向に対して水平及び垂直に見た横方向における処理室
の全体幅の少なくとも近似的に４０％、特に少なくとも近似的に６０％、例えば少なくと
も近似的に８０％である。
【００９７】
　処理設備の１つ又は複数の循環空気モジュール、あるいは各循環空気モジュールが、可
変に寸法設計可能な、及び／又は異なるように寸法設計可能な、及び／又は調節可能及び
／又は制御可能な出口開口部、入口開口部及び／又は還流通路を有していると、効果的で
あり得る。
【００９８】
　出口開口部、入口開口部及び／又は還流通路は、好ましくは流れ横断面に関して可変に
寸法設計可能、及び／又は異なるように寸法設計可能及び／又は調節可能及び／又は制御
可能である。
【００９９】
　出口開口部、入口開口部及び／又は還流通路によって、例えば点状にガスを吸い出し及
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び／又はガスを供給するために、流れ方向、流れ速度及び／又は処理室を通して案内され
るガス流の体積流が調節可能であり、あるいは調節されると、効果的であり得る。
【０１００】
　特に、工作物の下方に配置されている出口開口部は、対応づけられた入口開口部に比較
して減少された流れ横断面を有することができるので、工作物の下方で流れ速度が増大す
る。
【０１０１】
　本発明の形態において、工作物の下方に配置されている１つ又は複数の出口開口部は、
処理室の底壁又は側壁から始まって工作物の方向にオフセットして配置することができる
。例えば、１つ又は複数のガイド通路を設けることができ、そのガイド通路は底壁又は側
壁から処理室内へ張り出して、特に工作物近傍のガス除去を可能にする。
【０１０２】
　本発明の好ましい形態において、工作物の下方に配置された１つ又は複数の出口開口部
は処理室の底壁から始まって少なくとも近似的に鉛直方向上へ向かって工作物の方向にオ
フセットして配置することができる。例えば１つ又は複数のガイド通路を設けることがで
き、そのガイド通路は底壁から上方に向かって処理室内へ張り出して、特に工作物近傍の
ガス除去を可能にする。
【０１０３】
　１つ又は複数のガイド通路の、底壁又は側壁とは逆に配置された１つ又は複数の開口部
が、好ましくは１つ又は複数の出口開口部を形成する。
【０１０４】
　処理設備は、好ましくはガス供給器を有し、そのガス供給器によってガス流を工作物の
内部空間内へ向けることができる。
【０１０５】
　一般的に「ガス流」と称される流れは、特に循環空気ガス流、フラッシュガス流、不活
性ガス流などとすることができる。
【０１０６】
　本発明の形態において、処理設備は少なくとも１つのガス供給器を有することができ、
そのガス供給器が少なくとも１つの入口開口部を有し、その入口開口部によってガス流を
、工作物の流入開口部の流入平面に対して少なくとも近似的に垂直に、工作物の内部空間
内へ向けることができる。
【０１０７】
　流入開口部は、特に、自動車として形成されている工作物が組み立てられた状態におい
て、その中にフロントガラス（風防ガラス）又はリアガラスが配置される、開口部である
。
【０１０８】
　流入平面は、特に、流入開口部のフレームがその中に延びる平面である。フレームが３
次元で湾曲されている場合に、流入平面はフレームの、入口開口部からもっとも離れた３
つ以上の点、特に角部の点がその中に配置されている平面である。フレームが鏡対称であ
る場合に、フレームと流入平面は、好ましくは共通の鏡平面を有する。
【０１０９】
　ガス流、特に熱ガス流、フラッシュガス流及び／又は冷却ガス流が、工作物の流入開口
部を通して工作物の内部空間内へ向けられ、その場合に全体として工作物へ、及び／又は
工作物内へ、向けられるガス流の体積流における、流入開口部を通して工作物の内部空間
内へ向けられるガス流の体積流の割合が、少なくとも約５０％、好ましくは少なくとも約
７５％であると、効果的であり得る。
【０１１０】
　処理設備がガス除去器を有することができ、そのガス除去器によってガス流は、工作物
のガス供給器とは逆の側において除去可能である。
【０１１１】
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　特に処理設備は、好ましくは少なくとも１つの入口開口部と少なくとも１つの出口開口
部を有し、それらは工作物の互いに対向する側に配置されている。
【０１１２】
　処理設備が、処理室へガスを供給するための少なくとも１つの入口開口部と処理室から
ガスを除去するための少なくとも１つの出口開口部を有することができ、それらが工作物
の互いに対向する側に配置されており、その場合に好ましくは処理室の貫流は、この少な
くとも１つの流入開口部を通して流入するガスの少なくとも７０％、好ましくは少なくと
も９０％が、この少なくとも１つの出口開口部を通して処理室から除去可能であるように
、設けられている。
【０１１３】
　少なくとも１つの入口開口部と少なくとも１つの出口開口部は、工作物長手方向に関し
て好ましくは互いにオフセットして配置されている。
【０１１４】
　工作物長手方向と移送方向は、例えば互いに対して平行あるいは互いに対して横方向、
特に垂直に方向付けすることができる。
【０１１５】
　少なくとも１つの入口開口部が工作物のフロント領域内又は工作物の後部領域内に配置
されており、少なくとも１つの出口開口部は、好ましくは工作物の後部領域内もしくは工
作物のフロント領域内に配置されていると、効果的であり得る。
【０１１６】
　処理設備が、処理室からガスを除去するための少なくとも１つの出口開口部を有し、そ
の出口開口部が処理室を画成する底壁、側壁又は天井壁内に配置されていると、効果的で
あり得る。
【０１１７】
　処理室は、好ましくはハウジング（ケーシング）内に配置されている。好ましくは、処
理室はハウジングの底壁、側壁、他の側壁又は分離壁及び／又は天井壁によって画成され
ている。
【０１１８】
　工作物を乾燥させることは、この明細書及び特許請求の範囲において、特に工作物に塗
布された層を、層の塗装直後の状態から層が長時間安定となる状態へ移行させることであ
る。
【０１１９】
　特に工作物の乾燥は、溶剤の除去、塗布された層の架橋結合、塗布された層の硬化など
である。
【０１２０】
　処理設備が複数のモジュール、特に循環空気モジュール及び／又はフラッシュモジュー
ルを有し、それらが共通のエネルギモジュールによって連結されており、特に給電される
と、効果的であり得る。
【０１２１】
　エネルギモジュールは、特にいわゆるパワーモジュールである。
【０１２２】
　移送装置が回転装置を有することができ、その回転装置によって鉛直の回転軸線を中心
とする工作物の回転方位を変化させることができる。
【０１２３】
　鉛直の回転軸線は、特に重力方向に対して平行に方向付けされた軸線である。
【０１２４】
　移送装置の回転装置によって、好ましくは工作物の回転方向を次のように、すなわち狭
い箇所を通して案内するために、工作物が比較的場所をとる第１の回転方位へ移送可能で
あり、その後あまり場所をとらない第２の回転方位へ移動可能であるように、変化させる
ことができる。この種の狭い箇所は、特に堰（ロック）とすることができる。
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【０１２５】
　狭い箇所を通過した後に、好ましくは他の回転装置によって、それぞれの工作物を再び
、より場所をとる第１の回転方位へ移動させることができる。
【０１２６】
　より場所をとる第１の回転方位は、特に、車輌ボディとして形成されている工作物の、
工作物長手軸線が移送方向に対して垂直に方向付けされる、回転方位である。あまり場所
をとらない第２の回転方位は、特に、車輌ボディとして形成されている工作物の、工作物
長手軸線が移送方向に対して平行に方向付けされる、回転方位である。
【０１２７】
　特に狭い箇所、特に堰、を通過するために、例えば回転方位の変化を１つ又は複数の回
転装置によって、９０°の回転が１回、２回又は２回より多く実施されるように、行うこ
とができる。
【０１２８】
　移送装置がリフト装置を有し、そのリフト装置によって工作物が第１の高さから第２の
高さへ持ち上げ可能であり、及び／又は第２の高さから第１の高さへ下降可能であると、
効果的であり得る。
【０１２９】
　さらに移送装置が置き換え装置を有することができ、その置き換え装置によって工作物
が１つの部分移送区間から他の部分移送区間へ引き渡し可能であり、その場合に２つの部
分移送区間内で移送方向が互いに異なっており、かつその場合に２つの部分移送区間内で
処理設備に対する工作物の全体的なな回転方位は同一である。
【０１３０】
　この種の置き換え装置によって、好ましくは、部分移送区間内のそれぞれの移送方向に
対するローカルな回転方位が変化する。
【０１３１】
　例えば、処理設備に対する全体的なな回転方位を維持しながら、９０°回動された移送
方向を設けることができる。
【０１３２】
　例えば堰は、小さい堰幅を可能にするために、工作物長手方向に通過することができる
。特に処理空間を通る、本来の移送は、好ましくは、工作物長手方向に対して横方向に、
特に垂直に、行われる。
【０１３３】
　本発明の形態において、移送装置は回転装置を有し、その回転装置によって鉛直の回転
軸線を中心とする工作物の回転方位が変化可能であって、かつ移送装置はリフト装置を有
し、そのリフト装置によって工作物は第１の高さから第２の高さへ持ち上げ可能位及び／
又は第２の高さから第１の高さへ下降可能であって、その場合に回転装置とリフト装置は
、２つの部分移送区間の間で工作物を操作するための、統合された操作装置として形成さ
れている。
【０１３４】
　したがって操作装置によって、同時に、あるいはまた次々と、個々のあるいは複数の工
作物の回転及び／又は持ち上げと下降を実施することができる。
【０１３５】
　工作物は、好ましくは移送装置によって複数の部分移送区間に沿って移送可能であり、
その場合に部分移送区間は好ましくは補完しあって移送区間全体となる。
【０１３６】
　少なくとも２つの部分移送区間は、リフト装置及び／又は回転装置及び／又は置き換え
装置によって互いに接続されている。
【０１３７】
　本発明は、さらに、工作物を処理する、例えばコーティングされた車輌ボディを乾燥さ
せる、方法に関する。
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【０１３８】
　これに関して本発明の課題は、最適化された工作物処理を実施することができる、方法
を提供することである。
【０１３９】
　この課題は、本発明によれば、工作物を処理する、例えばコーティングされた車輌ボデ
ィを乾燥させる、方法によって解決され、その場合に方法は、
　工作物を処理設備の処理室へ供給すること、及び／又は、
　処理室を通して工作物を案内すること、及び／又は、
　処理室から工作物を除去すること、を含んでいる。
【０１４０】
　この方法は、好ましくは、処理設備に関連して記述した特徴及び／又は利点の１つ又は
複数を有している。
【０１４１】
　好ましくはさらに、処理設備は、方法に関連して記述した特徴及び／又は利点の１つ又
は複数を有している。
【０１４２】
　工作物が移送装置によって少なくとも部分的に、工作物の長手方向が移送方向に対して
横方向、特に垂直に方向付けされるようにして、処理室を通して移送されると、効果的で
あり得る。
【０１４３】
　少なくとも１つの入口開口部によってガスが処理室へ供給され、少なくとも１つの出口
開口部によって処理室からガスが除去され、その場合に供給と除去が、鉛直の工作物横断
中心面及び／又は対角線平面の互いに異なる側で行われると、効果的であり得る。
【０１４４】
　工作物は、好ましくは非連続的に、及び／又はクロック駆動されて、処理室を通して移
送される。
【０１４５】
　工作物が１つ又は複数の保持位置に停止されて、そこでガス流によって貫流され、特に
洗浄されると、効果的であり得る。
【０１４６】
　特に工作物は、特にガス流による工作物の所望の貫流を可能にするために、１つ又は複
数の入口開口部及び／又は１つ又は複数の出口開口部に対するあらかじめ定められた相対
位置において、１つ又は複数の保持位置に位置決めすることができる。
【０１４７】
　好ましくは処理室へのガス供給及び／又は処理室からのガス除去は連続的に、特に工作
物の好ましくは非連続的及び／又はクロック駆動される移送に関係なく、行われる。工作
物を非連続的及び／又はクロック駆動で移送し、特に１つ又は複数の保持位置に工作物を
停止させることによって、好ましくは連続的なガス流にもかかわらず、１つ又は複数の工
作物の所望の貫流が、特にそれぞれの工作物のローカルな過熱の危険なしに、可能となる
。
【０１４８】
　しかしまた、処理室へのガス供給及び／又は処理室からのガス除去を非連続的及び／又
はクロック駆動して行うこともでき、その場合に工作物の移送は、好ましくは連続的又は
非連続的及び／又はクロック駆動で行われる。
【０１４９】
　特に、１つ又は複数の工作物が移動され、及び／又は中間位置に、特に望ましくない中
間位置に配置された場合に、処理室を通して案内されるガス流を減少させ、及び／又は中
断することができる。それによって好ましくは、最適化された工作物温度調節が得られる
。さらにそれによって、好ましくは、特にほこり又はその他の不純物の舞い上がりを最小
限に抑え、あるいは完全に阻止するために、望ましくない旋回を減少させ、あるいは完全
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に回避することができる。
【０１５０】
　中間位置は、例えば処理室の内部の、工作物の互いに連続する２つの処理位置の間にお
ける、工作物の位置である。
【０１５１】
　中間位置は、特にガス流のレギュラーな、及び／又は減少されない供給が工作物の望ま
しくないローカルな過熱又は冷却をもたらすことになる、処理室内部の工作物の位置であ
る。例えば中間位置は、処理室内へ方向付けされたガス流が、工作物の内部空間ではなく
、工作物のＡピラー又はＣピラーへ、あるいは工作物のそばを通過して流れる、工作物の
位置である。
【０１５２】
　工作物が少なくともセクション的に、あるいは少なくとも部分的に工作物長手方向にお
いてガス流によって貫流され、特に洗浄されると、効果的であり得る。
【０１５３】
　処理室を通って流れるガス流の少なくとも約３５％、特に少なくとも約５０％、及び／
又は最大で約９０％、特に最大で約８０％が、工作物を通って流れると、効果的であり得
る。
【０１５４】
　その場合にガス流は、特に工作物を加熱するための加熱ガス流及び／又は工作物を洗浄
するため、特に溶剤を流し去るための、フラッシュガス流及び／又は工作物を冷却するた
めの冷却ガス流とすることができる。
【０１５５】
　処理室を通って流れるガス流の、工作物を貫流する部分ガス流は、１つ又は複数の流入
開口部を通してそれぞれの工作物の内部空間内へ流入して、１つ又は複数の流出開口部を
通して内部空間から流出することができる。
【０１５６】
　流入開口部は、例えば風防ガラスを収容するための開口部である。その場合に例えば、
複数の流出開口部は、後方のサイドウィンドウ及び／又はリアウィンドウ用の開口部及び
／又はリアガラスを収容するための開口部である。例えばそのために、少なくとも近似的
に車輌後部の下方の中心及び／又は中央に配置された、吸い出しを設けることができる。
【０１５７】
　流入開口部は、さらに、例えばリアガラスを収容するための開口部である。その場合に
複数の流出開口部は、例えば、前方のサイドウィンドウ用の開口部及び／又は風防ガラス
を収容するための開口部である。例えばそのために吸い出しを設けることができ、その吸
い出しは車輌フロントの下方の中心及び／又は中央に配置されている。
【０１５８】
　上述した特徴の代わりに、あるいはそれを補って、処理室が少なくとも１つの熱部分を
有することができ、その熱部分の中で工作物が加熱可能及び／又は周囲温度に比較して高
い温度に維持可能である。
【０１５９】
　この明細書及び特許請求の範囲において、周囲温度というのは、特に処理設備の周囲に
おける温度、例えばホール温度であり、特に約１０℃から４０℃、あるいは約２０℃から
２５℃である。
【０１６０】
　処理室が、ガス流によって処理室のフラッシュ部分を洗浄するためのフラッシュ装置を
有していると、効果的であり得る。
【０１６１】
　ガス流は、例えば新鮮空気流及び／又は冷却部分及び／又は熱部分からの排ガス流及び
／又は処理設備の堰からの排ガス流（堰ガス流）である。
【０１６２】
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　新鮮空気流は、新鮮空気からなるガス流である。新鮮空気は特に、処理設備が配置され
ているホール内のホール空気及び／又は外気あるいは処理設備及び／又は処理設備が配置
されているホールの周囲からの周囲空気である。
【０１６３】
　ガス流は、何度も処理室を通して案内することができ、特に処理室の異なる部分に相次
いで供給することができる。
【０１６４】
　例えばガス流は、処理室の冷却ゾーン及び／又は加熱ゾーン及び／又は維持ゾーンから
取り出して、堰へ供給することができる。その場合に堰から除去されたガス流は、例えば
フラッシュガス流として、処理室のフラッシュ部分へ供給することができる。
【０１６５】
　処理室のフラッシュ部分は、移送方向に関して処理室の少なくとも１つの熱部分の後方
に配置することができる。
【０１６６】
　処理室のフラッシュ部分は、移送方向に関して処理室の少なくとも１つの熱部分に直接
連続して配置することができる。
【０１６７】
　処理室のフラッシュ部分が移送方向に関して、処理室の少なくとも２つの熱部分の間に
配置されていると、効果的であり得る。
【０１６８】
　処理室は、好ましくは少なくとも１つの熱部分、工作物を冷却するための少なくとも１
つの冷却部分及び少なくとも１つのフラッシュ部分を有している。
【０１６９】
　少なくとも１つのフラッシュ部分は、好ましくは移送方向に関して少なくとも１つの熱
部分と少なくとも１つの冷却部分との間に配置されている。
【０１７０】
　熱部分、フラッシュ部分及び／又は冷却部分が１つ又は複数の分離部材によって選択的
に流体的に互いに分離可能であり、かつ流体的に互いに接続可能であると、効果的であり
得る。
【０１７１】
　分離部材は、特に機械的な分離部材、例えばゲートである。さらに、分離部材は、例え
ば流れ技術的な分離部材、特にエアロックとすることができる。
【０１７２】
　処理設備がガスガイドを有し、そのガスガイドによって、処理設備のフラッシュ部分へ
供給されたガス流がフラッシュ部分を貫流した後に、処理室の少なくとも１つの熱部分へ
供給可能であると、効果的であり得る。
【０１７３】
　特に、処理室のフラッシュ部分へ供給されたガス流は、フラッシュ部分を貫流した後に
、処理室の複数の、特に２つの熱部分へ供給することができる。
【０１７４】
　その場合にガス流は、好ましくは、フラッシュ部分の貫流後に分割可能であるので、そ
れぞれ１つの部分ガス流が処理室のそれぞれの熱部分内へ供給可能である。
【０１７５】
　処理室のフラッシュ部分へ供給されたガス流が、フラッシュ部分の貫流後に、処理室の
少なくとも１つの熱部分へ、熱部分のフラッシュ部分とは逆の端部において、供給可能で
あると、効果的であり得る。
【０１７６】
　例えば、処理室のフラッシュ部分へ供給されたガス流は、フラッシュ部分の貫流後に、
処理室の２つ又はそれより多い熱部分へ、それぞれの熱部分のフラッシュ部分とは逆の端
部において供給することができる。その場合にそれぞれの熱部分は、好ましくは熱部分の
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フラッシュ部分とは逆の端部から熱部分のフラッシュ部分側の端部へガス流によって貫流
される。
【０１７７】
　処理設備がフラッシュ装置を有し、そのフラッシュ装置によって処理室のフラッシュ部
分へ加熱されたガス流が供給可能であると、効果的であり得る。その場合に加熱されたガ
ス流は、特に周囲温度よりも高い温度を有するガス流である。
【０１７８】
　加熱されたガス流は、例えば処理設備の冷却部分から除去されたガス流とすることがで
きる。
【０１７９】
　その代わりに、あるいはそれを補って、処理設備、特にフラッシュ装置、例えばフラッ
シュモジュールが、ガス流を加熱するための加熱装置を有することができる。加熱装置は
、例えば排ガス浄化装置、特に再生の熱的酸化設備を有することができる。さらに、ガス
流を加熱するために、処理設備からの排熱を利用することができる。
【０１８０】
　熱部分が、工作物を加熱するための少なくとも１つの加熱ゾーン及び／又は少なくとも
１つの維持ゾーンを有し、その維持ゾーン内で工作物の高められた温度が維持可能である
と、効果的であり得る。
【０１８１】
　好ましくは各加熱ゾーン及び／又は各維持ゾーンは、それぞれの加熱ゾーン及び／又は
維持ゾーン内で案内されるガス流を循環させるために、１つ又は複数の循環空気モジュー
ルを有している。
【０１８２】
　特に、熱部分は複数の加熱ゾーン及び／又は複数の維持ゾーンを有しており、それらは
それぞれ好ましくは１つ又は複数の循環空気モジュールを有している。
【０１８３】
　熱部分が、工作物を加熱するための少なくとも１つの加熱ゾーン及び／又は少なくとも
１つの維持ゾーンを有することができ、その維持ゾーン内で工作物の高められた温度が維
持可能であって、その場合に好ましくは各加熱ゾーン及び／又は各維持ゾーンは、それぞ
れの加熱ゾーン及び／又は保持ゾーン内で案内されるガス流を加熱するための、別体の加
熱装置及び／又は別体の熱交換器を有している。
【０１８４】
　処理設備が少なくとも１つの熱部分、少なくとも１つのフラッシュ部分及び少なくとも
１つの冷却部分を有しており、その場合に少なくとも１つの熱部分及び／又は少なくとも
１つのフラッシュ部分が重力方向に関して少なくとも１つの冷却部分の上方に配置されて
いると、効果的であり得る。
【０１８５】
　処理設備の熱部分及び／又はフラッシュ部分が、完全に冷却部分の上方に配置されてい
ると、効果的であり得る。
【０１８６】
　処理設備は、例えばリフト装置を有することができ、そのリフト装置によって工作物が
熱交換器及び／又はフラッシュ部分の高さへ持ち上げ可能であり、及び／又は冷却部分の
高さへ下降可能である。
【０１８７】
　リフト装置は、例えば、処理設備の堰及び／又はフラッシュ部分を形成し、あるいは有
することができる。その場合に熱部分及び／又は冷却部分から分離可能な堰室又はフラッ
シュ室は、好ましくはリフト装置の底板及び／又は側方の分離壁によって画成され、及び
／又は密閉されている。側方の分離壁は、好ましくは堰室を熱部分から分離する。底板は
、好ましくは堰室を冷却部分から分離する。
【０１８８】
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　本発明の形態において、処理設備は少なくとも１つのガス供給器を有することができ、
そのガス供給器によってガス流を工作物の流入開口部の流入平面に対して少なくとも近似
的に垂直に、工作物の内部空間内へ向けることができる。
【０１８９】
　流入開口部は、特に内部空間への入口であって、例えば車両ボディとして形成されてい
る工作物の開口部であり、その場合に開口部は、例えば風防ガラス又はリアガラスを収容
するために用いられる。
【０１９０】
　工作物は移送装置によって、好ましくは、工作物の長手方向が移送方向に対して横方向
、特に実質的に垂直に方向付けされるようにして、収容可能かつ処理室の少なくとも１つ
の熱部分、少なくとも１つのフラッシュ部分及び／又は少なくとも１つの冷却部分を通し
て移送可能である。
【０１９１】
　特に車両ボディとして形成されている工作物の車両長手軸線は、移送方向に対して横方
向、好ましくは垂直に方向付けされている。
【０１９２】
　処理設備は、好ましくは車両ボディを乾燥させるための乾燥設備である。
【０１９３】
　特に処理設備のエネルギ効率のよい駆動を可能にするために、フラッシュガス流として
処理設備の冷却部分からの排ガス流を使用することができる。それによってエネルギ効率
のよいやり方で加熱され、あるいは暖められたフラッシュガス流を準備することができる
。というのは、冷却部分を通して案内されるガスは、冷却すべき工作物から熱を吸収する
からである。
【０１９４】
　堰（ガスロック）は、好ましくは処理設備の、フラッシュ部分とは異なる部分である。
【０１９５】
　堰は、好ましくは堰ガス流によって貫流される。
【０１９６】
　堰ガス流は堰を、好ましくは、少なくとも近似的に重力方向において上から下へ、ある
いは下から上へ貫流する。
【０１９７】
　堰ガス流は水平と、好ましくは少なくとも約３０°、特に少なくとも約４０°、例えば
約５０°の角度を形成する。その代わりに、あるいはそれを補って、堰ガス流が水平と、
好ましくは約９０°、特に最大で約７５°、例えば最大で約６０°の角度を形成すること
ができる。
【０１９８】
　堰からの堰ガス流の除去及び／又は吸い出しは、好ましくは堰の底領域内で行われる。
【０１９９】
　好ましくは堰を通して案内される堰ガス流は、堰の貫流後に再使用され、特にフラッシ
ュガス流として処理設備のフラッシュ部分へ供給される。
【０２００】
　本発明の形態において、堰のための堰ガス流は、堰を貫流した後にフラッシュガス流と
して工作物へ供給して、それを通して案内することができる。
【０２０１】
　工作物へ供給されるフラッシュガス流は、堰ガス流の堰ガスの、好ましくは少なくとも
約３０％、特に少なくとも約４０％、例えば少なくとも近似的に５０％を有している。
【０２０２】
　さらに、工作物へ供給されるフラッシュガス流は、堰ガス流の堰ガスの、好ましくは最
大で約８０％、特に最大で約７０％を有することができる。堰ガス流は、好ましくは少な
くとも部分的に、あるいは完全に新鮮空気流及び／又は処理設備の熱部分又は冷却部分か
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ら除去されたガス流である。
【０２０３】
　工作物は、好ましくはまず処理室の少なくとも１つの熱部分を通して案内されて、その
後フラッシュガス流によって洗浄される。洗浄後に、工作物は好ましくは処理室の少なく
とも１つの他の熱部分及び／又は処理室の少なくとも１つの冷却部分へ供給される。
【０２０４】
　例えば、工作物は洗浄後にまず他の熱部分へ、そしてその後冷却部分へ、あるいは洗浄
後直接冷却部分へ供給することができる。
【０２０５】
　本発明の形態において、洗浄プロセスを実施するために、フラッシュ部分と少なくとも
１つの熱部分及び／又は少なくとも１つの冷却部分は、１つ又は複数の分離部材によって
流体的に互いに分離することができる。
【０２０６】
　その場合に特にフラッシュ装置及び／又は移送装置のクロック駆動が設けられているの
で、工作物は好ましくは個々に、あるいは離散的なグループで、次々とフラッシュ部分へ
供給することができる。
【０２０７】
　ガス流、特に加熱されたガス流（熱ガス流）、フラッシュガス流及び／又は冷却ガス流
が、工作物の流入開口部に対して実質的に垂直に延びる方向に工作物の内部空間内へ向け
られると、効果的であり得る。
【０２０８】
　フラッシュ装置によって、好ましくは工作物内部空間、特にボディ内部空間が洗浄可能
である。好ましくはそれによって、工作物から出た溶剤及び／又はその他の揮発しやすい
コーティング成分、シール成分及び／又は接着剤成分が、工作物内部空間から除去可能で
ある。
【０２０９】
　好ましくは移送装置によって、様々な種類／大きさの工作物を、処理室を通して移送す
ることができる。
【０２１０】
　処理室へガスを供給するための少なくとも１つの入口開口部は、好ましくはノズルを有
し、あるいはノズルによって形成されている。
【０２１１】
　処理室へガスを供給するための少なくとも１つの入口開口部が、拡散ノズルを有し、あ
るいは拡散ノズルによって形成されていると、効果的であり得る。
【０２１２】
　拡散ノズルは、好ましくはノズル入口とノズル出口を有しており、その場合にノズル出
口は好ましくはノズル入口よりも大きい横断面積を有し、及び／又はその場合にノズル入
口とノズル出口の間に好ましくはだんだんと拡幅する、特に常に増大するように拡幅する
ガス案内部分が設けられている。
【０２１３】
　拡散ノズルが、例えばセントラルボディの形式の、流れ調節部材を有していると、効果
的であり得る。
【０２１４】
　セントラルボディは、好ましくは、ノズルのノズル出口の領域内の、ノズル内の流れ方
向に対して垂直に向けられた平面に関して中央に配置されている。
【０２１５】
　例えばセントラルボディは、実質的に円錐状かつ流れ方向に沿って拡幅するように形成
されている。
【０２１６】
　ノズル及び／又はセントラルボディは、好ましくは、共通の回転軸線を中心に回転対称
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に形成され、及び／又は配置されている。
【０２１７】
　拡散ノズルの他の好ましい特徴が、例えば国際公開第２０１４／０６３７９７（Ａ１）
号パンフレットに挙げられており、これをもってその明細書全体が参照により本発明の構
成要素とされる。
【０２１８】
　ノズルは、例えば矩形、円形、長円形あるいは細長い横断面形状を有することができる
。
【０２１９】
　好ましくは、ノズルは、その位置及び／又は方位に関して調節可能に、処理室を画成す
るハウジングの壁、特に分離壁、側壁、底壁及び／又は天井壁に配置されている。例えば
、少なくとも１つのノズルの位置及び／又は方位を調節することができるようにするため
に、平坦な薄板及び／又はそれぞれの壁の長穴を設けることができる。
【０２２０】
　１つ又は複数の入口開口部がカバー部材、特にフラップによって閉鎖可能であると、効
果的であり得る。
【０２２１】
　好ましくは、それぞれの工作物内部空間内の乱流によって、工作物のより均一な加熱及
び／又はより均一な冷却が生じる。
【０２２２】
　繊細な工作物領域、例えば（特に車両ボディのルーフ領域において）シートが薄めの領
域への熱ガス流の供給が回避され、あるいは少なくとも減少されると、効果的であり得る
。
【０２２３】
　好ましくは移送装置への流れつきが減少され、それによって移送装置の移送チェーンあ
るいは移送装置のその他の移送部材からの汚れの除去を少なくすることができる。
【０２２４】
　少なくとも１つの入口開口部と少なくとも１つの出口開口部の間の流れ距離が短縮され
、それによって改良された乾燥機バランスが得られると、効果的であり得る。
【０２２５】
　工作物への好ましい流れつきを得るために、所望のローカルな吸い出し（１つ又は複数
の出口開口部を通してのガス流の除去）によって、好ましくはローカルに増大された流れ
速度を得ることができる。
【０２２６】
　フラッシュ装置及び／又は堰は、例えば１つ又は複数の分離壁を有することができ、そ
の分離壁は両開きドア、ロールアップドア又はリフトゲートによって形成されている。そ
の場合に、それぞれ分離部材は移送方向に関して処理すべき工作物の前及び／又は後ろに
配置することができ、それによって工作物をフラッシュプロセス及び／又は堰通過の間封
じ込めることができる。
【０２２７】
　本発明の形態において、熱部分からの機械的な分離（機械的分離部材）を省くことがで
きる。例えば、加熱ゾーン又は維持ゾーンを形成する熱部分モジュールは、フラッシュモ
ジュールとして形成されている。この種のフラッシュモジュールは、特に新鮮空気－排空
気駆動において駆動可能である。
【０２２８】
　処理装置の冷却部分内のガスは、好ましくは溶剤を含んでいない。したがって冷却部分
から除去された排ガス流は、好ましくは処理設備内で、例えば熱部分及び／又はフラッシ
ュ部分へ供給すべきガス流として、再使用可能である。
【０２２９】
　移送装置がチェーンコンベアを有していると、効果的であり得る。
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【０２３０】
　コンベアチェーンは、好ましくは、処理室を包囲するハウジングの底内に統合され、特
に挿入されている。
【０２３１】
　工作物は、例えばそれぞれスキッドを用いて移送装置に配置され、及び／又は収容され
る。
【０２３２】
　１つ又は複数の工作物を収容するためのスキッドが、スキッドのスキッドブレードの長
手軸線が移送方向に対して実質的に平行に方向付けされるようにして、移送装置に配置可
能であり、かつそれによって移送可能であると、効果的であり得る。
【０２３３】
　それに対して代替的に、さらに、１つ又は複数の工作物を収容するスキッドが、スキッ
ドのスキッドブレードの長手軸線が移送方向に対して横方向、特に実質的に垂直に方向付
けされるようにして、移送装置に配置可能かつそれによって移送可能とすることができる
。
【０２３４】
　１つ又は複数の工作物が、工作物長手軸線がスキッドのスキッドブレードの長手軸線に
対して平行又は横方向、特に実質的に垂直に、及び／又は移送方向に対して平行又は横方
向、特に実質的に垂直に方向付けされるようにして、スキッドに配置可能かつスキッドに
よって移送装置に収容可能及び／又はそれによって移送可能であると、効果的であり得る
。
【０２３５】
　スキッドのアンダーエッジは、好ましくは処理室の床高さに、あるいはわずかに上にあ
る。
【０２３６】
　移送装置が、スキッド移送装置とスキッドレス移送装置からなる組み合わせであると、
効果的であり得る。
【０２３７】
　しかしまた、スキッド移送装置、あるいはスキッドレス移送装置のみを設けることもで
きる。
【０２３８】
　スキッド移送装置もスキッドレス移送装置も設けられている場合には、処理設備は工作
物をスキッドからスキッドレス移送装置へ置き換えるための置き換え装置を有することが
できる。
【０２３９】
　処理設備が１つ又は複数のブラインドモジュールを有し、それが処理室の部分を形成す
るが、加熱もされず、入口開口部又は出口開口部を有することもないと、効果的であり得
る。それによって特に、熱の均一化が得られる。
【０２４０】
　本発明の形態において、処理設備は中央の、あるいは上位に配置された加熱装置を有す
ることができる。
【０２４１】
　特に複数の循環空気アグリゲート及び／又はフラッシュガスアグリゲートが加熱装置と
結合可能である。例えば熱ガス導管を設けることができ、その熱ガス導管によって熱ガス
（加熱されたガス）が加熱装置から循環空気アグリゲート及び／又はフラッシュガスアグ
リゲートへ供給可能である。
【０２４２】
　１つ又は複数の循環空気アグリゲート及び／又は１つ又は複数のフラッシュガスアグリ
ゲートは、好ましくはそれぞれ１つ又は複数の熱交換器を有しており、その熱交換器に一
方で、処理室へ供給すべきガス流が、他方では熱ガス流、特に加熱装置に由来する熱ガス
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流が供給可能である。
【０２４３】
　１つ又は複数の熱交換器によって、処理室へ供給すべきガス流が、好ましくは間接的に
加熱可能である。
【０２４４】
　加熱装置は、例えば、特に処理室から除去された排ガスを浄化するための、熱的な排ガ
ス浄化装置とすることができる。
【０２４５】
　適切な弁及び／又はフラップによって、好ましくは個々の循環空気アグリゲート及び／
又はフラッシュガスアグリゲート内の所望の加熱作用を所望に調節し、特に開ループ制御
及び／又は閉ループ制御することができる。
【０２４６】
　処理設備は、好ましくはさらに、
　複数の処理室部分を有し、それらがそれぞれ処理設備の１つ又は複数の別体の循環空気
モジュールに対応づけられている処理室と、
　好ましくはそれ自体閉成された加熱ガスガイドを有する加熱設備とを有し、複数の循環
空気モジュールが、特に処理室部分を通して案内されるガスを加熱するために、加熱ガス
ガイドと接続されている。
【０２４７】
　処理設備が、好ましくは、それ自体閉成された加熱ガスガイドを備えた加熱設備を有し
、その加熱ガスガイドが循環空気モジュールと結合されていることによって、処理室部分
へ供給すべきガスは簡単かつ効率的に加熱可能である。それによって処理設備は、好まし
くは特にエネルギ効率よく駆動することができる。
【０２４８】
　加熱ガスガイドは、好ましくはリング状に閉成して形成されているので、加熱ガスガイ
ド内で案内される加熱ガス流の少なくとも１つの部分ガス流が、加熱ガスガイドを何回も
貫流する。
【０２４９】
　加熱ガスは、好ましくは生ガス及び／又は純ガスであって、それは、処理室内で使用す
るため、すなわち処理室を貫流するために、適しており、及び／又は設けられている。
【０２５０】
　加熱ガスは、好ましくは、処理室部分の直接上流で、循環空気モジュール及び／又は処
理室部分内のガス流よりも高い温度を有している。
【０２５１】
　好ましくは、加熱ガスは、加熱設備の加熱装置の排ガスではなく、特に燃焼排ガスでは
ない。
【０２５２】
　「それ自体閉成された加熱ガスガイド」というのは、特に、その中で加熱ガス流の少な
くとも一部が循環して案内される、加熱ガスガイドである。それとは関係なく、好ましく
は、それ自体閉成された加熱ガスガイドにおいても、加熱ガス流への新鮮ガスの連続的又
は段階的な供給及び／又は加熱ガス流からの加熱ガスの除去を設けることができる。
【０２５３】
　新鮮ガスの供給と加熱ガスの除去、すなわち加熱ガスの交換が、好ましくは、加熱ガス
流が加熱ガスガイドを１回通過する場合に、加熱ガスガイドの所定の箇所を通過する加熱
ガス流の少なくとも４０％、好ましくは少なくとも約５０％、特に少なくとも約８０％、
例えば少なくとも約９０％が、完全に通過した後に再びこの箇所に達するように、寸法設
計されていると、効果的であり得る。
【０２５４】
　新鮮ガスの供給及び／又は加熱ガス流からの加熱ガスの除去は、好ましくは処理室部分
及び／又は処理設備の循環空気モジュール内でのみ行われる。
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【０２５５】
　しかしまた、加熱設備に新鮮ガス供給器及び／又は排ガス除去器が対応づけられており
、それを用いて処理室部分の外部及び／又は循環空気モジュールの外部で新鮮ガスを供給
し、もしくは加熱ガス流から加熱ガスを除去することができる。
【０２５６】
　循環空気モジュール及び／又は処理室部分は、好ましくは加熱ガスガイドの構成要素で
ある。
【０２５７】
　特に加熱ガスは、好ましくは少なくとも部分的に何回か処理室部分を通して案内するこ
とができ、その後に（再び）加熱ガスガイドの、循環空気モジュールの外部及び／又は処
理室部分の外部に位置する部分を貫流する。
【０２５８】
　本発明の形態において、加熱ガスガイドが循環空気ガイドを有しており、その循環空気
ガイドは部分的に、並列に配置されている複数の循環空気モジュール及び／又は処理室部
分によって形成されている。
【０２５９】
　循環空気モジュール及び／又は処理室部分内で、好ましくはガス流が循環空気循環内で
案内可能であって、そのガス流に加熱ガスガイドから加熱ガスが供給可能である。好まし
くは、各循環空気モジュール及び／又は処理室部分の、循環して案内されるガス流の部分
ガス流が循環空気モジュール及び／又は処理室部分から除去可能であって、加熱ガスガイ
ドによって閉成された循環内で案内可能であり、最終的に加熱ガス流の一部として再び１
つ又は複数の循環空気モジュール及び／又は処理室部分へ供給可能である。
【０２６０】
　個々の循環空気アグリゲート及び／又はフラッシュガスアグリゲートへの熱供給は、好
ましくは直接、特に加熱ガスの直接的な供給によって、あるいは間接的に、特に加熱ガス
又は熱ガスから、処理室へ供給すべきガス流への熱伝達によって、行うことができる。
【０２６１】
　加熱ガスは、熱ガスから、特に加熱装置の排ガスから加熱ガスへ熱を伝達するために、
例えば熱伝達器によって熱的に加熱装置の熱ガスと、特に加熱装置の排ガスと、結合する
ことができる。
【０２６２】
　本発明の他の好ましい特徴及び／又は利点が、実施例についての以下の説明と図面表示
の対象である。
【図面の簡単な説明】
【０２６３】
【図１】工作物を処理する処理設備の第１の実施形態の機能方法の図式的な表示である。
【図２】処理設備の第２の実施形態の一部破断して図式的に示す斜視図である。
【図３】図２の処理設備の他の図式的な斜視断面図である。
【図４】図２の処理設備の他の図式的な斜視断面図である。
【図５】図２の処理設備を示す水平の断面図である。
【図６】図２の処理設備を示す斜めの断面図である。
【図７】図２の処理設備の複数のモジュールを示す水平の断面図である。
【図８】図２の処理設備を図式的に示す鉛直の断面図であって、その場合に工作物が処理
設備の処理室内に配置されている。
【図９】図２の処理設備の、図８に相当する表示であって、その場合に他のように成形さ
れ、及び／又は寸法設計された工作物が処理室内に配置されている。
【図１０】処理設備の入口開口部と出口開口部及び処理すべき工作物を図式的に示す斜視
図である。
【図１１】処理設備を示す図式的な鉛直の断面図であって、それにおいて横移送と天井壁
を通るガス供給器が設けられている。



(27) JP 6889148 B2 2021.6.18

10

20

30

40

50

【図１２】処理設備を示す図式的な鉛直の断面図であって、それにおいて横移送と鉛直の
前壁を通るガス供給器が設けられている。
【図１３】処理設備を示す図式的な鉛直断面図であって、その場合に横移送と、輪郭適合
された分離壁を通るガス供給器が設けられている。
【図１４】処理設備を示す図式的な鉛直断面図であって、その場合に横移送と、工作物の
下方の前領域への水平のガス供給器が設けられている。
【図１５】処理設備を示す図式的な鉛直断面図であって、その場合に横移送と、処理設備
の底壁を通してガス供給するための３つの入口開口部が設けられている。
【図１６】処理設備を示す図式的な鉛直断面図であって、その場合に横移送と、底壁内に
配置された出口開口部を介してのガス除去器が設けられている。
【図１７】処理設備を示す図式的な鉛直断面図であって、その場合に横移送と、側壁内に
配置されている出口開口部を介してのガス除去器が設けられている。
【図１８】処理設備を示す図式的な鉛直断面図であって、その場合に横移送と、移送方向
に沿って行われる側方のガス除去器が設けられている。
【図１９】処理設備を示す図式的な鉛直断面図であって、その場合に横移送及びガス供給
器とガス除去器が、処理室の実質的に対角線状の貫流が行われるように、設けられている
。
【図２０】処理設備を示す図式的な鉛直断面図であって、その場合に長手移送及び図１１
の実施形態に基づくガス供給器が設けられている。
【図２１】処理設備を示す図式的な鉛直断面図であって、その場合に長手移送及び図１５
に示す実施形態に基づくガス供給器が設けられている。
【図２２】処理設備を示す図式的な鉛直断面図であって、その場合に長手移送及び図１６
に示す実施形態に基づくガス除去器が設けられている。
【図２３】処理設備を示す図式的な鉛直断面図であって、その場合に長手移送及び移送方
向に対して垂直に向けられた側方のガス除去器が設けられている。
【図２４】処理設備を示す図式的な鉛直断面図であって、その場合に長手移送及び図１９
に示す実施形態に基づくガス供給器が設けられている。
【図２５】カスケード式のガス供給器を、一部透視して示す図式的な斜視図である。
【図２６】処理設備のガス供給器の代替的な実施形態を図式的に示している。
【図２７】処理設備のガス供給器の代替的な実施形態を図式的に示している。
【図２８】置き換え装置を有する移送装置を図式的に示す上面図である。
【図２９】移送装置を図式的に示す上面図であって、２つの置き換え装置が設けられてい
る。
【図３０】移送装置の他の実施形態を示す図式的な上面図であって、２つの回転装置が設
けられている。
【図３１】移送装置の他の実施形態を示す図式的な側面図であって、回転装置、リフト装
置及び置き換え装置が設けられている。
【図３２】移送措置の他の代替的な実施形態を示す図式的な上面図であって、処理室内に
配置された回転装置が設けられている。
【発明を実施するための形態】
【０２６４】
　すべての図において、同一又は機能的に等価の部材には、同一の参照符号が設けられて
いる。
【０２６５】
　図１に全体を符号１００で示す処理設備の実施形態は、例えばコーティングされた工作
物１０４を乾燥させるための乾燥設備１０２である。
【０２６６】
　工作物１０４は、例えば車両ボディ１０６である。コーティングは、例えば塗装である
。
【０２６７】
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　処理設備１００は、ハウジング１０８を有しており、そのハウジングが処理室１１０を
有している。
【０２６８】
　処理室１１０は、１つ又は複数の工作物１０４を収容するために用いられる。
【０２６９】
　特に、工作物１０４は移送方向１１２に沿って処理室１１０を通って移送可能である。
【０２７０】
　処理設備１００は、そのために特に移送装置１１４、例えばチェーンコンベアを有して
いる。
【０２７１】
　工作物１０４は、好ましくはスキッドを用いて、あるいはスキッドなしで、移送装置１
１４に配置することができ、かつそれによって移送方向１１２に沿って移動可能である。
【０２７２】
　ハウジング１０８は、移送方向１１２に関して側方の２つの側壁１１６、重力方向１１
８に関して下方に配置された底壁１２０及び重力方向１１８に関して上方に配置された天
井壁１２２を有している。
【０２７３】
　ハウジング１０８は、特に、実質的に直方体形状に形成されている。
【０２７４】
　工作物１０４を効率的に処理するために、処理室１１０には、好ましくはガス流が供給
可能である。
【０２７５】
　そのために処理設備１００は、ガス供給器１２４を有している。
【０２７６】
　ガス供給器１２４は、好ましくは複数の入口開口部１２６を有しており、それらは、例
えばハウジング１０８の側壁１１６あるいは後述する分離壁１２８内に配置されている。
【０２７７】
　さらに、処理設備１００は、好ましくはガス除去器１３０を有しており、そのガス除去
器は、特に複数の出口開口部１３２を有している。
【０２７８】
　出口開口部１３２は、例えば側壁１１６内に、及び／又は底壁１２０内に配置すること
ができる。
【０２７９】
　しかし他の実施形態においては、入口開口部１２６と出口開口部１３２は、異なるよう
に位置決めすることもできる。例えば、入口開口部１２６及び／又は出口開口部１３２の
配置は、天井壁１２２内に設けることもできる。
【０２８０】
　ガス流によって工作物１０４を最適に貫流するために、入口開口部１２６と出口開口部
１３２は、好ましくは工作物１０４の互いに対向する側に配置されている。
【０２８１】
　特に入口開口部１２６と出口開口部１３２は、工作物横断中心面１３４、処理室１１０
の鉛直の長手中心面１３６及び／又は処理室１１０対角線平面１３８の互いに対向する側
に配置されている。
【０２８２】
　工作物横断中心面１３４は、特に、工作物長手方向１４０に対して垂直に方向づけされ
て、工作物長手方向１４０に関して中央に配置されている、工作物１０４の幾何学的中心
点又は重心を通って延びる平面である。
【０２８３】
　その場合に、工作物長手方向１４０は、特に、車両ボディ１０６を有する車両が直線走
行においてそれに沿って走行する、車両長手方向である。
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【０２８４】
　処理室１１０の鉛直の長手中心面１３６は、好ましくは、移送方向１１２に対して平行
かつ重力方向１１８に沿って延びる平面である。その場合に鉛直の長手中心面１３６は、
処理室１１０を好ましくは２つの等しい大きさの半分室１４２に分割する。その代わりに
、あるいはそれに加えて、鉛直の長手中心面１３６は処理室１１０の幾何学的中心を通っ
て、特に処理室１１０の最大又は平均的な水平の横方向の延びに関して、移送方向１１２
に対して垂直かつ水平に延びる方向に、延びることができる。
【０２８５】
　処理設備１００は、好ましくはハウジング１０８を有しており、その内部空間１１４は
２つに分かれている。特に内部空間１１４は、分離壁１２８によって処理室１１０と、処
理設備１００の分配装置１４８の分配室１４６とに分割されている。
【０２８６】
　その場合に分離壁１２８は、好ましくは移送方向１１２に対して平行に延びており、か
つ好ましくは少なくとも部分的に工作物１０４の輪郭に適合されている。
【０２８７】
　特に分離壁１２８は、鉛直の部分１５０を有しており、その部分が車両ボディ１０６と
して形成されている工作物１０４の車両前部１５２の前に鉛直方向１１８に延びている。
【０２８８】
　その代わりに、あるいはそれに加えて、分離壁１２８が水平の部分１５４を有すること
ができ、その部分が実質的に水平かつ、車両ボディ１０６として形成されている工作物１
０４のフロントボンネット１５６に少なくとも近似的に沿って延びている。
【０２８９】
　さらに、その代わりに、あるいはそれを補って、分離壁１２８が斜めの部分１５８を有
することができ、その部分が重力方向１１８に対して斜めに方向付けされて、車両ボディ
１０６として形成されている工作物１０４のＡピラー１６０に対して、少なくとも近似的
に平行に延びている。
【０２９０】
　処理設備１００の代替的な形態において、分離壁１２８は、さらに、車両ボディ１０６
として形成されている工作物１０４の車両後部１６２の輪郭に適合することができる。
【０２９１】
　その場合に特に、分離壁１２８の鉛直の部分１５０は、車両後部１６２に沿って鉛直方
向に延びる。
【０２９２】
　その場合にさらに、分離壁１２８の水平の部分１５４は、車両ボディ１０６として形成
されている工作物１０４のリアボンネット１６４に、少なくとも近似的に沿って延びるこ
とができる。
【０２９３】
　その場合にさらに、分離壁１２８の斜めの部分１５８は、車両ボディ１０６として形成
されている工作物１０４のＣピラー１６６に対して実質的に平行に延びることができる。
【０２９４】
　ガス供給器１２４とガス除去器１３０によって、処理室１１０は好ましくは実質的に対
角線状に、かつ移送方向に対して横方向、特に垂直にガス流によって貫流可能である。
【０２９５】
　その場合に入口開口部１２６と出口開口部１３２は、好ましくは、工作物内部空間１６
８が好ましくは少なくとも部分的に工作物長手方向１４０に沿ってガス流によって貫流さ
れるように、配置されている。
【０２９６】
　そのために特に、入口開口部１２６は分離壁１２８の斜めの部分１５８内に、この入口
開口部１２６を通って処理室１１０内へ流入するガス流が、工作物１０４の流入開口部１
７０内へ向けられるように、設けられている。
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【０２９７】
　この流入開口部１７０は、特に、車両ボディ１０６として形成されている工作物１０４
の２つのＡピラー１６０の間に配置された、フロントガラスを配置するための開口部であ
る。
【０２９８】
　それに対して代替的に、流入開口部１７０を２つのＣピラー１６６及び／又は（図示さ
れない）Ｄピラーの間に設けることもできる。
【０２９９】
　したがって入口開口部１２６によって、特にガス流を直接工作物内部空間１６８内へ向
けることができる。
【０３００】
　鉛直の部分１５０内に配置されている１つ又は複数の入口開口部１２６は、好ましくは
車両前部１５２へガス流を、実質的に水平の方向において供給するために用いられる。
【０３０１】
　工作物１０４の１つ又は複数の流出開口部１７２は、好ましくは車両後部１６２の領域
内に配置されている。
【０３０２】
　ガス流を１つ又は複数の流出開口部１７２を通して所望に工作物１０４から除去するこ
とができるようにするために、側壁１１６及び／又は底壁１２０の車両後部１６２近傍の
領域内に、好ましくは１つ又は複数の出口開口部１３２が配置されている。
【０３０３】
　したがって工作物１０４、特に車両ボディ１０６は、好ましくは工作物長手方向１４０
において前から後ろへ向かってガス流によって貫流可能である。
【０３０４】
　しかし代替的に、逆方向の貫流を設けることもできる。
【０３０５】
　工作物１０４の貫流を選択することによって、好ましくは工作物１０４、特に車両ボデ
ィ１０６は、ルーフ領域１７４内で望ましくないように著しく加熱されることを、回避す
ることができる。さらにそれによって、好ましくは工作物１０４への均一な熱供給をもた
らすことができる。
【０３０６】
　本来の熱供給は、特に供給されるガス流から工作物１０４へ熱が伝達されることによっ
て行われる。
【０３０７】
　したがってガス流は、それが入口開口部１２６を介して処理室１１０内へ供給される場
合に、特に加熱されたガス流である。
【０３０８】
　ガス流を準備するために、処理設備１００は、好ましくは送風装置１７６、加熱装置１
７８、分離装置１８０及び／又は１つ又は複数の弁１８２を有している。
【０３０９】
　送風装置１７６によって、特にガス流が駆動可能である。
【０３１０】
　加熱装置１７８によって、ガス流が好ましくは直接又は間接的に加熱可能である。加熱
装置１７８は、特に、熱的な排ガス浄化装置、再生的な熱酸化装置、助燃バーナー、マイ
クロガスタービン及び／又はその他の燃焼装置を有することができる。
【０３１１】
　分離装置１８０は、特にコーティングされた工作物１０４に不純物が望ましくないよう
に供給されることを回避するために、好ましくはガス流から不純物を除去するために用い
られる。
【０３１２】
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　分離装置１８０は、好ましくはフィルタ装置である。
【０３１３】
　１つ又は複数の弁１８２は、好ましくは新鮮空気の選択的な供給、排気の除去及び／又
は完全又は部分的な循環空気供給のために用いられる。
【０３１４】
　この明細書及び特許請求の範囲において、「空気」という概念は、必ずしも外気の窒素
－酸素混合気を表すために使用されるものではない。むしろ、全く一般的に任意のガスを
設けることができる。特に「循環空気」という概念は、好ましくは単に閉成された循環内
でガス流を案内することを表す。
【０３１５】
　好ましくは、処理設備１００は、供給弁１８４として形成された弁１８２を有している
。
【０３１６】
　供給弁１８４によって、好ましくは新鮮空気流を供給することができる。
【０３１７】
　さらに、好ましくは除去弁１８６を設けることができる。除去弁１８６によって、特に
ガス流が除去可能及び／又は周囲へ放出可能である。
【０３１８】
　循環空気弁１８８として形成された弁１８２によって、ガス流は、好ましくは循環内で
案内することができる。その場合に特に、あらかじめ定められたガス量を、処理室１１０
を通して何回も案内することができる。
【０３１９】
　その場合に弁１８２の適切な位置によって、さらに、規則的なガス供給器と規則的なガ
ス除去器を設けることができ、それによって常に、処理室１１０を通して案内されるガス
の少なくとも一部が代えられる。それによって特に、望ましくない高い有害物質濃縮を回
避することができる。
【０３２０】
　効率的なガスガイドは、特に、出口開口部１３２を介して除去される部分ガス流が、例
えば収集装置１９０、特に収集通路１９２によってまとめて案内されて、その後共通にさ
らに案内される場合に、可能である。
【０３２１】
　収集通路１９２は、特に除去通路１９４とすることもできる。
【０３２２】
　還流通路１９５によって、まとめて案内された部分ガス流が好ましくは共通にさらに案
内可能であり、特に除去弁１８６へ供給可能であって、周囲へ放出可能又は、特に送風装
置１７６を介して、再び処理室１１０へ供給することができる。
【０３２３】
　特に弁１８２が、処理室１１０を通して案内されるガス流の少なくとも大部分が循環空
気循環内で案内されるように、調節されている場合には、処理設備１００の図１に示す部
分は、循環空気モジュール１９６である。
【０３２４】
　それに対して実質的に新鮮空気又は新鮮ガスのみが処理室１１０へ供給される場合には
、処理設備１００の図１に示す部分は、好ましくはフラッシュモジュール１９８である。
【０３２５】
　図１に示す処理設備１００は、特に以下のように機能する：
【０３２６】
　送風装置１７６によってガス流が分配室１４６内へ導入されて、そこで入口開口部１２
６へ供給される。
【０３２７】
　その後、入口開口部１２６を介してガス流が処理室１１０内へ達する。
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【０３２８】
　入口開口部１２６は、例えば、ガス流が例えば複数の部分ガス流の形式で所望に工作物
１０４の工作物内部空間１６８内へ流入することができるように、配置及び／又は形成さ
れている。
【０３２９】
　その場合にガス流は、工作物内部空間１６８を少なくとも近似的に工作物長手方向１４
０に沿って貫流し、その後出口開口部１３２を介して処理室１１０から除去される。
【０３３０】
　工作物１０４をこのように貫流することによって、特にガス流から１つ又は複数の工作
物１０４への均一な熱伝達を可能にすることができる。好ましくはそれによって、それぞ
れの工作物１０４の過熱された領域と冷たすぎる領域を回避することができる。
【０３３１】
　図１から明らかなように、工作物１０４は移送方向１１２において処理室１１０を通し
て、特に工作物長手方向１４０が移送方向１１２に対して垂直に向けられるように、案内
される。
【０３３２】
　その場合に好ましくは、工作物１０４のクロック移送が行われるので、工作物は規則的
な間隔で、入口開口部１２６及び出口開口部１３２に対して好ましい保持位置で停止され
る。
【０３３３】
　特にガス流が連続的に維持される場合に、それによって工作物１０４の好ましい貫流又
はフラッシュを保証することができる。
【０３３４】
　図２から図１０に示す、処理設備１００の第２の実施形態は、構造と機能に関して、図
１に示す第１の実施形態に基づく処理設備１００に相当する。
【０３３５】
　特に図７から読み取ることができるように、処理設備１００は複数のモジュール、特に
循環空気モジュール１９６を有しており、それらは移送方向１１２に沿って互いに連続し
て配置されている。
【０３３６】
　その場合に例えば、３つの循環空気モジュール１９６が設けられており、それらがそれ
ぞれ処理室１１０の加熱ゾーン２００を形成している。例えば３つの他の循環空気モジュ
ール１９６が、処理室１１０の例えば３つの維持ゾーン２０２を形成する。さらに、他の
循環空気モジュール１９６によって、図示されない冷却ゾーンを形成することができる。
【０３３７】
　加熱ゾーン２００は、特に、工作物１０４が加熱されるように、工作物へ熱を供給する
ために用いられる。
【０３３８】
　維持ゾーン２０２内では熱供給は、好ましくは工作物１０４のすでに存在している温度
が一定に維持されるように、行われる。
【０３３９】
　加熱ゾーン２００と維持ゾーン２０２は、一緒になって好ましくは処理室１１０の熱部
分２０４を形成する。
【０３４０】
　この熱部分２０４内で、好ましくは、コーティングを長時間安定の状態へ移行させるた
めに、工作物１０４のコーティングの変換プロセスの大部分が行われる。ここでは特に、
塗料の架橋結合及び／又は溶剤の蒸発が行われる。
【０３４１】
　図７から読み取ることができるように、好ましくは各モジュール、特に各循環空気モジ
ュール１９６は、それぞれの循環空気モジュール１９６内で循環空気ガス流を駆動するた
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めの別体の循環空気アグリゲート２０６を有している。
【０３４２】
　各循環空気アグリゲート２０６は、好ましくは、送風装置１７６、加熱装置１７８、分
離装置１８０ｌ及び／又は１つ又は複数の弁１８２、特に供給弁１８４、除去弁１８６及
び／又は循環空気弁１８８を有している。
【０３４３】
　循環空気アグリゲート２０６は、特に処理設備１１０のハウジング１０８の側壁１１６
に、特にそれぞれの循環空気モジュール１９６に、連結されている。その場合にハウジン
グ１０８の側壁１１６は、好ましくは同時にそれぞれの循環空気アグリゲート２０６の側
壁１１６を形成する。その場合に好ましくは、それぞれの循環空気アグリゲート２０６と
処理室１１０及び／又はそれぞれの分配室の付属の部分との間に流体接続を形成するため
に、側壁１１６内の単純な通過開口部で充分である。
【０３４４】
　複数のモジュール、特に循環空気モジュール１９６、及び／又は複数の別体の循環空気
アグリゲート２０６を使用することによって、好ましくは、処理設備１００の単純なモジ
ュラー構造を可能にすることができる。さらにそれによって、好ましくは、処理設備１０
０の効率的な駆動が可能である。
【０３４５】
　特に図４から図７から読み取ることができるように、加熱装置１７８は、例えば中央の
加熱装置１７８とすることができ、それにおいて複数の熱交換器１７９が個々の循環空気
モジュール１９６内の熱伝達に用いられ、本来の熱発生（加熱出力）は中央の加熱装置１
７８、例えば熱的な排ガス浄化装置１８１内で行われる。
【０３４６】
　その場合に循環空気アグリゲート２０６は、熱ガス導管１８３（図４を参照）によって
互いに対し、かつ熱的な排ガス浄化装置１８１と接続されているので、熱的な排ガス浄化
装置１８１内で発生された熱ガスが所望に、特に開ループ制御及び／又は閉ループ制御さ
れて、循環空気アグリゲート２０６の個々の熱交換器１７９へ供給可能である。
【０３４７】
　熱的な排ガス浄化装置１８１内で発生される熱ガスは、特に熱的な排ガス浄化装置１８
１からの排ガスである。
【０３４８】
　この排ガスは、特に浄化された排ガスであって、したがって純ガスとも称される。
【０３４９】
　したがって熱ガス導管１８３は、特に純ガス導管１８５でもある。
【０３５０】
　熱交換器１７９によって、処理室１１０へ供給すべきガスは、好ましくは間接的に加熱
可能である。
【０３５１】
　特に図８から図１０から読み取ることができるように、例えば、工作物１０４はそれぞ
れスキッド２０８によって収容することができる。
【０３５２】
　その場合に処理設備１００は、好ましくは様々な種類及び／又は大きさの工作物１０４
を選択的に処理するのに適している（特に図８と図９を参照）。
【０３５３】
　工作物１０４の適切な位置決め及び／又は移送によって、好ましくは、異なる工作物１
０４においても、ガス流の均一な貫流を保証することができる。
【０３５４】
　特に工作物１０４は、好ましくは常に、分離壁１２８の斜めの部分１５８内に配置され
た入口開口部１２６が常に流入開口部１７０を通って工作物内部空間１６８内へ向けられ
るように、位置決め可能である。
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【０３５５】
　そのほかにおいて、図２から図１０に示す、処理室１００の実施形態は、構造と機能に
関して、図１に示す実施形態と一致するので、その限りにおいて上述したその説明が参照
される。
【０３５６】
　図１１から図２４には、処理設備１００の様々な実施形態が示されており、それらは実
質的に入口開口部１２６、出口開口部１３２、分離壁１２８及び／又は移送装置１１４に
関してのみ、互いに、かつ上述した実施形態とは異なっている。
【０３５７】
　したがって図１１から図２４に示す処理設備１００の実施形態の本質的な構造は、上の
説明が参照される。
【０３５８】
　図１１から図１９には、処理設備１００の実施形態が示されており、それらにおいて横
移送（横断移送）が設けられている。この種の横移送においては、工作物長手方向１４０
が移送方向１１２に対して横方向に、特に垂直に方向付けされる、移送装置１１４による
移送が設けられている。
【０３５９】
　それに対して図２０から図２４に示す実施形態においては、長手移送が設けられている
。この種の長手移送においては、工作物長手方向１４０は、移送方向１１２に対して平行
に方向付けされている。
【０３６０】
　図１１から図１５、図２０及び図２１は、処理室１１０へガス流を供給するための様々
な変形例を示している。
【０３６１】
　図１６から図１８、図２２及び図２３は、処理室１１０からガス流を除去するための様
々な変形例を示している。
【０３６２】
　図１９と図２４は、特にガス供給器の変形例とガス除去器の変形例を含めた、例えば完
全な貫流を示しており、その場合に例えば車両ボディ１０６として形成されている工作物
１０４が工作物長手方向１４０に沿って後ろから前へ向かってガス流によって貫流される
。
【０３６３】
　原則的に、ガス供給器のすべての変形例は、ガス除去器のすべての変形例と組み合わせ
ることができる。
【０３６４】
　しかし好ましくは、ガス流の供給は、工作物１０４の一方の側に、そしてガス流の除去
は、この側と対向する、工作物１０４の他方の側に設けられている。
【０３６５】
　図１１において、ハウジング１０８の天井壁１２２内に少なくとも１つの入口開口部１
２６が設けられている。その場合に入口開口部１２６は、それを通って流れるガス流が流
入開口部１７０を通して工作物１０４の工作物内部空間１６８内へ流入することができる
ように、形成されている。
【０３６６】
　図１２によれば、ガス流の斜めの供給は、鉛直の側壁１１６の重力方向１１８に関して
上方の領域内に設けられている。その場合にガス流は、特に斜め上から工作物１０４のフ
ロントボンネット１５６上へ当接し、その後工作物内部空間１６８の流入開口部１７０へ
供給される。
【０３６７】
　図１３によれば、分離壁１２８の斜めの部分１５８内に配置された少なくとも１つの入
口開口部１２６が設けられている。
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【０３６８】
　図１４によれば、鉛直の側壁１１６の、重力方向１１８に関して下方の領域内に配置さ
れた入口開口部１２６が設けられている。
【０３６９】
　図１５によれば、工作物長手方向１４０に沿って分配して配置された３つの入口開口部
１２６が、底壁１２０内に設けられている。その場合に工作物１０４は、特に重力方向１
１８とは逆に下から上へ向かってガス流によって貫流可能である。
【０３７０】
　図１６によれば、車両後部１６２の領域内において、出口開口部１３２がハウジング１
０８の底壁１２０に設けられている。
【０３７１】
　図１７によれば、少なくとも１つの出口開口部１３２が、車両後部１６２の領域内で側
壁１１６に設けられている。
【０３７２】
　図１８によれば、ガス除去器は、移送方向１１２に対して平行に延びる方向に、特に工
作物長手方向１４０に関して工作物１０４の一方の側又は両側に設けられている。特に出
口開口部１３２は、車両後部１６２の領域内に設けられている。
【０３７３】
　図１９によれば、入口開口部１２６が天井壁１２２内に次のように、すなわちガス流が
、車両ボディ１０６として形成されている工作物１０４の２つのＣピラー１６６の間の流
入開口部１７０内へ向けられるように、設けられている。
【０３７４】
　工作物内部空間１６８を通って案内されるガス流は、最終的に鉛直の側壁１１６の、重
力方向１１８に関して下方の領域内でそこに配置されている流出開口部１３２を介して処
理室１１０から除去可能である。
【０３７５】
　図２０に示すガス供給器は、図１１に基づくそれに相当する。
【０３７６】
　図２１に示すガス供給器は、図１５に基づくそれに相当する。
【０３７７】
　図２２に示すガス除去器は、図１６に基づくそれに相当する。
【０３７８】
　図２３に示すガス除去器は、図１８に基づくそれに相当する。
【０３７９】
　図１９に示す工作物１０４の貫流は、図２４に示す変形例においても、同様に設けられ
ている。
【０３８０】
　しかし、すでに述べたように、図２０から図２４に示す処理設備１００の実施形態にお
いて、横移送は設けられておらず、長手移送が設けられている。
【０３８１】
　これは、特に図２４から明らかなように、入口開口部１２６と出口開口部１３２が、移
送方向１２２に沿って互いに対してオフセットして配置されていることを、意味している
。
【０３８２】
　ガス流が流入する方向は、工作物１０４の１つ又は複数の流入開口部１７０に適合され
ているので、工作物１０４が連続的に移送される場合には、例えば著しく過熱される天井
領域１７４が生じることになる。
【０３８３】
　したがって工作物１０４は、移送方向１１４によって、クロック駆動で移送され、特に
、例えば図２４に示されるような、好ましい保持位置に停止される。
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【０３８４】
　その場合にこの保持位置において、工作物内部空間１６８の所望の貫流が行われる。
【０３８５】
　図２５に示す処理設備１００の他の実施形態は、例えば図１に示す第１の実施形態とは
、実質的に、処理設備１００が堰２１０を有していることによって、異なっている。
【０３８６】
　さらに、処理設備１００は、循環空気モジュール１９６とフラッシュモジュール１９８
とを有している。
【０３８７】
　その場合に特に、循環空気モジュール１９６、フラッシュモジュール１９８及び堰２１
０がこの順序で移送方向１１２に沿って互いに連続して配置されている。
【０３８８】
　処理設備１００は、好ましくは、堰２１０に負荷のかかっていないガス、例えば新鮮空
気流が供給可能であるように、ガス供給器を有している。
【０３８９】
　したがって堰２１０は、特にエアロックである。
【０３９０】
　堰２１０を通して案内されるガス、特に堰ガス流は、処理設備１００のガス供給器によ
ってフラッシュモジュール１９８へ供給可能である。
【０３９１】
　特にガス流は、フラッシュモジュール１９８内でフラッシュガス流として処理室１１０
を通り、とくに工作物内部空間１６８を通って案内され、それによってそれ以前にその中
に含まれている不純物ができる限り完全に除去され、かつ工作物内部空間１６８及び／又
は処理室１１０から除去される。不純物は、とくに溶剤蒸気である。
【０３９２】
　フラッシュモジュール１９８から除去されたフラッシュガス流は、好ましくは再使用す
ることができる。例えばこのフラッシュガス流は、少なくとも部分的に供給空気として循
環空気モジュール１９６へ供給することができる。さらに、排ガス浄化装置（図示せず）
への供給も、設けることができる。
【０３９３】
　処理設備１００の上述したガスガイドによって、特に処理設備１００のエネルギ効率の
よい駆動を可能にすることができる。
【０３９４】
　そのほかにおいて、図２５に示す処理設備１００の実施形態は、好ましくは構造と機能
に関して図１に示す第１の実施形態と一致するので、その限りにおいて上述したその説明
が参照される。
【０３９５】
　図２６に示す処理設備１００の他の実施形態は、図２５に示す実施形態から、実質的に
、処理設備１００が、１つ又は複数の循環空気モジュール１９６によって形成される熱部
分２０４の他に、例えばフラッシュモジュール１９８によって形成されるフラッシュ部分
２１２と冷却部分２１４とを有していることによって、区別される。
【０３９６】
　さらに、好ましくは２つの堰２１０が設けられており、その場合に一方の堰２１０は熱
部分２０４をフラッシュ部分２１２から分離している。他方の堰２１０は、フラッシュ部
分２１２を冷却部分２１４から分離している。
【０３９７】
　熱部分２０４、一方の堰２１０、フラッシュ部分２１２、他方の堰２１０及び冷却部分
２１４は、好ましくはこの順序で移送方向１１２に関して互いに連続して配置されている
。
【０３９８】
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　図２６に示す処理設備１００は、好ましくはガス供給器を有しており、それにおいて新
鮮空気ガス流が堰２１０へ、あるいはフラッシュ部分２１２へ供給可能である。
【０３９９】
　フラッシュ部分２１２を通して案内されるフラッシュガス流は、好ましくは熱部分２０
４へ供給される。その場合に特に熱部分２０４の、フラッシュ部分２１２とは逆の端部２
１６への供給が設けられている。
【０４００】
　熱部分２０４を通して案内されたガス流の除去は、好ましくは熱部分２０４の、フラッ
シュ部分２１２へ向いた端部２１８において行われる。
【０４０１】
　そのほかにおいて、図２６に示す処理設備１００の実施形態は、構造と機能に関して、
図２５及び／又は図１から図２４のいずれかに示す実施形態と一致するので、その限りに
おいて上述したその説明が参照される。
【０４０２】
　図２７に示す処理設備１００の実施形態は、図２６に示す実施形態から、実質的に、処
理設備１００が２つの熱部分２０４を有しており、それらの間に２つの堰２１０によって
分離されたフラッシュ部分２１２が配置されていることによって、区別される。
【０４０３】
　他の堰２１０が、好ましくは移送方向１１２に関して後方の熱部分２０４と冷却部分２
１４との間に配置されている。
【０４０４】
　図２７に示す処理設備１００の実施形態において、好ましくは、フラッシュ部分２１２
を通して案内されたフラッシュガス流が分割されて、それぞれ部分ガス流が各熱部分２０
４の、フラッシュ部分２１２とは逆の端部２１６へ供給される。
【０４０５】
　その場合にそれぞれの熱部分２０４を通して案内されたガス流の除去は、各熱部分２０
４の、フラッシュ部分２１２へ向いて配置されている端部２１８において行われる。
【０４０６】
　図２７に示す処理設備１００の実施形態において、選択されたガスガイドによって、移
送方向１１２に関して前方の熱部分２０４の貫流は、好ましくは移送方向１１２に生じ、
移送方向１１２に関して後方の熱部分２０４は好ましくは移送方向１１２とは逆に貫流さ
れる。それによって特に、処理設備１００の移送方向１１２に関して前方の部分内、特に
フラッシュ部分２１２の前で溶剤の濃縮が生じる。移送方向１１２に関して後方の熱部分
２０４内でガス流を向流で案内することによって、好ましくは周囲への溶剤の特にわずか
な放出しか生じない。
【０４０７】
　その他において、図２７に示す処理設備１００の実施形態は、構造と機能に関して図２
６に示す実施形態と一致するので、その限りにおいて上述したその説明が参照される。
【０４０８】
　図２８から図３２には、移送装置１１４の様々な変形例が示されている。
【０４０９】
　移送装置１１４のこれらの様々な変形例は、好ましくは、図示されかつ説明される処理
設備１００のすべての変形例において使用することができる。
【０４１０】
　その場合に特に、移送装置１１４は、移送区間全体２２０に沿って工作物１０４を移送
するために設けられている。
【０４１１】
　この移送区間全体２２０は、好ましくは処理設備１００の全部分を通って、特に熱部分
２０４、フラッシュ部分２１２及び／又は冷却部分２１４を通って、あるいは上述した部
分２０４、２１２、２１４の複数のものを通って延びている。



(38) JP 6889148 B2 2021.6.18

10

20

30

40

50

【０４１２】
　さらにそれぞれの移送装置１１４を用いて、１つ又は複数の堰２１０を通して移送する
ことも行われる。
【０４１３】
　図２８に示す移送装置１１４の実施形態において、移送装置１１４は置き換え装置２２
２を有している。
【０４１４】
　この種の置き換え装置２２２によって、特に全移送区間２２０の、例えば互いに９０°
の角度で出合う２つの部分移送区間２２４の間の結合を形成することができる。
【０４１５】
　置き換え装置２２２によって、特に工作物１０４を１つの部分移送区間２２４から他の
部分移送区間２２４へ、工作物１０４が処理設備１００に対して全体的なな回転方位をそ
のまま維持するように、引き渡すことが可能である。
【０４１６】
　例えば第１の部分移送区間２２４ａ内に工作物１０４の長手移送が設けられており、こ
の部分移送区間２２４ａがそれに対して垂直に延びる第２の部分移送区間２２４ｂに当接
した場合に、工作物１０４の回転の方位は変わらずに、第２の部分移送区間２２４ｂの領
域内で横移送が生じる。
【０４１７】
　図２８に示す実施形態に基づく移送装置１１４は、特に、できるだけ小さい横断面をも
って堰２１０を通過しなければならないが、それに続いて横移送が優先される場合に、適
している。
【０４１８】
　図２９に示す移送装置１１４の実施形態は、図２８に示す実施形態から、実質的に、３
つの部分移送区間２２４と２つの置き換え装置２２２が設けられていることによって、区
別される。その場合に移送装置１１４によって、特にまず工作物１０４の横移送が、例え
ばそれを、堰２１０を通して案内するために、長手移送へ置き換え可能である。それに続
いて工作物１０４は、特に、他の横移送を可能にするために、再び置き換えることができ
る。
【０４１９】
　その他において、図２９に示す実施形態は、構造と機能に関して、図２８に示す実施形
態と一致するので、その限りにおいて上述したその説明が参照される。
【０４２０】
　図２９に示す実施形態に基づく移送装置１１４によって、特に工作物１０４の側方の変
位（移送方向に対して垂直に延びる方向に）を実現することができる。
【０４２１】
　さらに、移送装置１１４が、実質的に、図２９に示す実施形態に基づく２つの移送装置
１１４を有することができ、それらの移送装置は、工作物１０４がまず側方へ変位するこ
とができ、次に元の移送直線へ戻ることができるように、配置され、かつ形成されている
。
【０４２２】
　図３０に示す移送装置１１４の実施形態は、図２８に示す実施形態から、実質的に、移
送装置１１４が２つの回転装置２２６を有していることによって、区別される。
【０４２３】
　各回転装置２２６によって、工作物１０４は、好ましくは鉛直の回転軸線２２８を中心
に回転可能である。
【０４２４】
　したがって回転装置２２６によって、特に一般的な移送方向１１２を、それぞれの回転
装置２２６によって互いに結合された２つの部分移送区間２２４へ変更することなしに、
処理設備１００に対する工作物１０４の全体的なな回転方向を変化させることができる。
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【０４２５】
　図３０に示す処理設備１００の実施形態において、特に工作物１０４はまず移送方向１
１２に対して垂直に方向付けして移送され、すなわち横移送が設けられている。その後、
回転装置２２６によって好ましくは堰２１０の前で、横移送を長手移送へ移行させるため
に、工作物１０４の回転が実施される。その後工作物１０４は、この長手方向の方向付け
で堰２１０を通して案内されて、次に他の回転装置２２６によって再び回転されて、最終
的に横移送が続行される。
【０４２６】
　その場合に移送方向１１２は、好ましくは変化しない。
【０４２７】
　その他において、図３０に示す移送装置１１４の実施形態は、好ましくは構造と機能に
関して、図２８に示す実施形態と一致するので、その限りにおいて上述したその説明が参
照される。
【０４２８】
　図３１に示す移送装置１１４の実施形態は、図２８に示す実施形態から、実質的に、移
送装置１１４が回転装置２２６も置き換え装置２２２及びリフト装置２３０も有している
ことによって、区別される。
【０４２９】
　この移送装置１１４は、特に、いわゆるＡ乾燥機として形成されている処理設備１００
内で使用することができる。
【０４３０】
　処理設備１００が熱部分２０４及び／又はフラッシュ部分２１２を有し、そのフラッシ
ュ部分が重力方向１１８に関して、特に完全に、冷却部分２１４の上方に配置されている
と、効果的であり得る。それによって熱部分２０４からの望ましくない熱放出を回避する
ことができ、あるいは少なくとも減少させることができる。
【０４３１】
　工作物１０４は、好ましくは第１の部分移送区間２２４に沿って熱部分２０４を通して
移送可能であり、かつフラッシュ部分２１２へ供給可能である。
【０４３２】
　フラッシュ部分２１２は、好ましくは２つの分離部材２３２によって熱部分２０４及び
／又は冷却部分２１４から分離可能である。
【０４３３】
　分離部材２３２は、例えばロールアップドア又はリフトゲートとして形成することがで
き、それは、熱部分２０４とフラッシュ部分２１２の間へ挿入することができる。
【０４３４】
　他の分離部材２３２は、例えばリフト装置２３０の底プレート２３４である。
【０４３５】
　例えば工作物１０４を熱部分２０４の高さで収容することができるようにするために、
リフト装置２３０が持ち上げられた位置にある場合に、底プレート２３４は、重力方向１
１８において特にフラッシュ部分２１２の内部空間を下方へ向かって閉鎖する。
【０４３６】
　フラッシュ部分２１２の領域内で工作物１０４を引き渡すために、任意に置き換え装置
２２２を設けることができる。
【０４３７】
　リフト装置２３０によって、工作物１０４を熱部分２０４の高さから冷却部分２１４の
高さへ下降させることができ、その後、特に選択的な置き換え装置２２２を用いて、他の
部分移送区間２２４へ引き渡すことができる。
【０４３８】
　１つ又は複数の回転装置２２６によって、処理設備１００に対する工作物１０４の全体
的なな回転方位を変化させることができる。
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【０４３９】
　例えば回転装置２２６は、リフト装置２３０と共に、統合された操作装置２３６を形成
することができる。
【０４４０】
　その場合に特に、工作物１０４はリフト装置２３０による上昇又は下降の間、同時に鉛
直の回転軸線２２８を中心に回転することができる。
【０４４１】
　例えば冷却部分２１４内に配置されている、他の回転装置２２６は、さらに、この冷却
部分２１４内で工作物１０４の最適化された移送のために用いることができる。
【０４４２】
　そのほかにおいて、図３１に示す移送装置１１４の実施形態及び／又は処理設備１００
全体は、構造と機能に関して選択的に、上述した実施例の１つ又は複数のものと一致する
ので、その限りにおいて上述したその説明が参照される。
【０４４３】
　図３２に示す移送装置１１４の実施形態は、図３０に示す実施形態から、実質的に、１
つの回転装置２２６のみが設けられていることによって、区別される。
【０４４４】
　したがって堰２１０の前の移送方向１１２に関して、好ましくは、工作物１０４をでき
るだけ小さい横断面をもって堰２１０を通して案内することができるようにするために、
工作物１０４の長手移送方向が設けられている。その場合に堰２１０の後方では、好まし
くは回転装置によって長手移送を横移送へ置き換えることができる。
【０４４５】
　そのほかにおいて、図３２に示す移送装置１１４の実施形態は、構造と機能に関して図
３０に示す実施形態と一致するので、その限りにおいて上述したその説明が参照される。

【図１】 【図２】
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